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神戸造船所原子力サービスセンターの訓練機器

三菱重工の原子力発電プラント
すでに電力供給の重要な一翼を担う原子力。

三菱重工は、高い信頼性と安全性を誇る加圧

水型軽水炉（PWR）の製作を手がける国内唯

一のメーカーとして、豊富な経験と実績を積み

重ねてきました。いま、高度な技術力をもとに、

新型軽水炉（APWR）をはじめ、新型転換炉、

高速増殖炉、多目的高温ガス炉、核融合炉など

次世代炉の開発を幅広く進めています。

三菱重工は、先進の技術で明日のエネルギ

ーを支えます。

《盛i麺士
三菱重工業株式会社
本社原動機事業本部原子力部 東京都千代田区丸の内2－5－1　〒100盈（03）2｝2－3111　支社：大阪／名古屋／九州／北海道／中国／東北



石雀かな技術で

原子力開発に具噸上
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　当社はEAPIGの中核として動力炉・
』撃

j燃料開発事業団殿、日本原子力

　研究所殿、その他原子力関係諸

　機関の原子力開発に積極的に

　貢献しております。

原子力システム技術
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各種原子力機器

各種放射線機器
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△新型転換炉原型炉「ふけん」燃料交換機（動力炉・核燃料開発事業団殿納入）
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エネルギーとエレクトロニクスの

富士電機
富士電機株式会社　　〒100東京都千代田区有楽町
1－12－1（新有楽町ビル）TEL（03）211一ア111（代）
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先進の技術IHI

エネルギー界に貢献する
　　　　　　　　IHIの原子力開発

原子燃料サイクル技術の確立に1HIは、
　　　　　　全社一丸となって取り組んでいます，

簾峯燃料サイクル闘達技徳

高レベル廃棄物取扱技術

高レベル廃棄物貯蔵技術

遠隔保守技術

遠隔除染技術

TRU取扱技術

　　　　　　　　高レベル廃棄物貯蔵試験装置

IHI難難購蕪灘嘗翻乱（・3）28卜2185
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いま、いちばん大切な技術だと

　　　　　　　　　　日本碍子は考えます。

原子力発電所の放射生廃棄物焼却設備メーカーとして

　　　　　　　　　　　　環境保全に貢献しています。

その安里性、イ頼性の決め手となるセラックフィルター

　　1も、60年間、積極的1セラックの技術を追求して来た

　　　　　　世界的な石子技術のノウハウが生かされています。
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原子力事業部
東　京（03）284－8951

名古屋（052）872－7679
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高い技術で原子力産業の
発展に貢献する三菱金属。

ジルカロイ被覆管

耐食耐熱・耐摩耗禽金

1（世界貿易センターヒル30階）

桜2－22－18（日興ヒル）
浜　i　－　2　－　6　（新木ヒル）

餐東　総
懸名古屋
費大　阪

（03）　435－4662

（052）931－3350

（06）　346－1841　麟
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原子力材料から
プラントまで。

劔材料からプラントまでの一貫した品質保証体制

◎原子力用各種機器（ASME　N，　NPT）

⑬原子力用大型鋳鍛鋼品（ASME　MM）

◎原子力用継目無ステンレス鋼管（ASME　MM）

◎原子力用溶接材料（ASME　MM，　MS）

◎原子力離離鋼板（ASME　MM）

圃放射性廃棄物処理施設の供給

O希ガス除去回収施設

◎ヨウ素除去設備

◎使用済燃料内挿物離離処理装置

⑬使用済燃料輸送容器及び同付帯設備

■核燃料用材料の供給

Oジルカロイ被覆管、ステンレス鋼被覆管

●燃料チャネル

その他、ウラン濃縮遠心分離機用材料、原子力用復水器用

各種管、原子力用チタン材料、原子力用鉄筋など、あらゆる

分野の原子力用機器および材料の生産を行っています．

ぐ〉神声穀鋼
東京本社　〒100東京都千代田区丸の内1－8－2（鉄鋼ビル）公（03）218－6267（ダイヤルイン）
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国産初の

スーパーインテリジェン

《特　長》

㊤高速200MHzウィルキンソンタイプ8kADC内蔵

。最大4台までのADCを独立にサポート可能

㊤高速90MHz　MCS測定可能
⑫最大記憶容量32kチャネル×20ビット

012インチカラーモニタ内蔵

⑫多色マルチスペクトル表示可能

⑪豊富なアナリシス機能完備

◎豊富な入／出カインターフェイス

⑳全スペクトルと拡大スペクトルの同時表示

㊥多色ROIの設定可能

0年月日，時分秒の表示

⑳ソフトキーによるパラメータ・条件設定可能

◎豊富なスペクトル情報の表示

棚ζIA］

　　　　織

鍵蝋

S麗IKOグルーツ 詳しい資料については下記までお問い合せ下さい。

セイコー・イージーアンドジー株式禽社
本社。〒136東京都江東区亀戸6－31－1倉（03）638－1506（代表）直通営業所●大阪圏（06）395－7738名古屋費（052）731－2535水戸智（0292）27－4474筑波畳（0298）24－2271
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原子力発電所で活躍する超大型クローラクレーン
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輸送容器の設計・製作

輸送物の各種試験・解析

道路調査

輸送試験

核燃料物質等の輸送

放射性同位元素等の輸送

使用済燃料の輸送

放射性廃棄物の輸送

搬出入・据付け作業

構内作業

特殊車両の研究開発

各種輸送基準の調査研究

　　　信頼で21世紀を築く

＠月立物流
　　物流開発本部重量機工部原子カグループ

東京都渋谷区渋谷3－8－12費03（486）3101
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十：非繍辮析の場合のせん断バネ

@には図25の関係を用いる。
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○地盤一構造物系の地震応答解析

●建屋及び構造物の耐震設計

◎機器・配管の地震応答解析及び熱応力解析

◎地盤の地震応答解析、安定解析

O地震波の解析
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上記の解析に豊富な実績を保有しています。また、これらの解析に用いるソフトウェア

群の実証や新技術の開発に積極的に取組むと共に、テしタ管理（品質保証）を最も重視し、

原子力発電の安全解析に貢献しています。

建設で創造する豊かな人間社会

　　エンジニアリング＆コンストラクション

　　　　　取締役社長佐藤欣治

東京都中央区日本橋本町4－8〒103TEL（03）661－1231
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The Economics of the Nuclear Fuel Cycle Costsofseparatestagesandthetotalcostsofthenuclearfuelcycle

arereviewedforaonce-throughandreprocessingcycleofaPWRto

be commissioned in 1995. Sensitivity studies are provided and

someotherfuelcyclesarealsoexamined, ¥7,soo

Radioactive Waste Dispo$al: ln situ

Experiments in Granite

Proceedings of an NEA

Symposium on the lnternational $tripa Project,

Stockholm,June1985

The purpose of the lnternational Stripa Project is to develop

techniquestoinvestigatepotentialsitesforthedisposalofhigh-Ievel

radioactive waste and to examine particular engineering and

environmental phenomena associated with the long term perfor-

mance of a high-level waste repository. These proceedings present

the results to date from the Project and from similar experimental

facilities in the OECD area. ¥10,200

$torage with Surveitlance versus lmmediate

Decommissioning for Nuclear Reactors

Proceedings of an NEA Workshop,

Paris, October 1984

A major question in selecting options for the decommissioning of

nuclear facilities is whether it is more appropriate to dismantle a

plant immediately or to delay this dismantling for decades or

centuries.TheseProceedingsreviewtheinternationaldebateonthis

matter, and report the consensus of a group of experts on the

principal criteria to be considered in the selection of decommis-

slonlng optlons. ¥8,400

Metrology and Monitoring of Radon,

Thoron and their Daughter Products

An important aspect of the control of radiation hazards from

exposure to radon, thoron and their daughter products in mines and

in dwellings is represented by accurate and reliable measurement of

these radionuclides, This report reviews the principles and tech-

niques of metrology and monitoring, and gives guidance on the

selection and use of measurement methods and equipment for the

various conditions of exposure of workers and members of the

public. ¥8,400
in all subject
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on titles in print
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CENVRE

LandicAkasaka Building,
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＜放射線熱蛍光線量計一TLD＞

閥atio論a囎

熱風加熱方式とマイコン採用で
　　　　　　より高品質と高機能化を達成

ナショナルTLD〈UD－512P＞は、当社独自の熱風加熱方式を用い、小形・軽量・使い

やすさを主眼とした多用途形のデジタル式放射線熱蛍光線量計です。マイコンを採

用し、測定データの各種補正演算や自動校正を可能にし高品質・高性能・高機能化

を計りました。医療用（治療・診断線量測定）および環境線量測定に適します。

＿＿　．．．爵…

圏［コ短時間で高精度
　　　熱風加熱方式採用により、測定時間
　　　が短かく、再現性に回れています。

　　國表示はデジタル8桁
　　　0．01mRから99．9kRまで表示します。

　　團自動補正
　　　感度、零点を自動補正します。

團記憶・演算機能つき
測定データを記憶し、データの補正、
平均値・標準偏差の算出をします。
圖プリンタ内蔵
各種のデータ、測定値の印字をします。

囹標準インターフェイスR＄・・232Cを装備

麗個人被ばく管理、環境・施設管理、廃棄物モニター
　　X線写真時の線量測定、治療照射、RI線源、加速器の線量測定
　　トレーサ実験、放射線物理・化学・医学

團煮魚照：鳳黒幕鳳薫魚
器臨〒561大阪禮中市稲津・丁3丁目1番1号TEL（06）862－1121
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　　　4営業項目レ

　　放射線管理

放射能汚染除去

擁塑穆理
　　ランドリー
　　　　　　　フイ・・ター携
　排水・給排気系

　　　輸　　送

　　　検　　査

ダサノレタント

艘　』

患　．r
，

戯評
窪

妙
．

ノ
瀕や

技術提携・Quadrex，1．C社（電解除染）　　‘

作業環境測定機関　13－40（第1～5号の作業場）

手帳発効機関N－0627A～C・E～H・J・K，
建　　設　　業　（建設大臣許可）般58第9334号

技術革新の担い手

株式会社 原子力代行
本社　〒104東京都中央区銀座5丁目5番12号　文芸春秋別館

　　　　　　　　　　　　　電話　03（571）6059（代表）

分室　〒104東京都中央区銀座6丁目3番16号　泰明　ビル

　　　　　　　　　　　　　電：話　03（572）5475（代表）

　　福島地区事務所　電話（0240）22－6066㈹　〒979－13　福島県双葉郡富岡町大字上郡山字太田229
　　茨城地区事務所　電話（0292）82－7105㈹　〒319－Il　茨城県那珂郡東海村村松161－2

　　大阪事務所　電話（06）344－4n6㈹　　〒53G　　大阪市北区堂島浜2－1－8

　　事業所：福島第1事業所、福島第2事業所、東海事業所、大洗事業所、原電事業所、浜岡事業所、
　　　　敦賀事業所、島根事業所、四国事業所、九州事業所、女川事業所、柏崎刈羽事業所
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放瑚塗擦棄物傭熔化仁棚7，
日揮の原ヂカエンジニアリング；

観
，

求められる廃棄物議容処理システム

昭和38年、わが国に初めて原子の灯をともした

原子力発電は、いまでは、わが国総総電電：力

量の20％を超えていま曳石油・天然ガスなど

エネルギー資源の乏しいわが国にとって原子

力発電は、発電コストが低く、安定供給のできる

エネルギーといえま・す，しかし一・方で発電を含献

原子力利用の推進は放射性廃棄物量の増加

を伴っており、これら発生廃棄物量の低減化な

らびに減容処理システムの早急な確立が求め

られています，

トータル処理システ照照容化に応える

このような廃棄物の減薫化の課題に対し、日揮

は、発電所から発生する各種廃棄物の処理後

〆卿転

の量を最低限にとどめるトータル処理システムを

提供する体制を整えています6トータルシステムの

提供にあたっては安全性、信頼性の確保はもち

ろんのこと全体としての効率、経済性も十分野検

討されま丸日揮ではこのような視点に立った

放射性廃棄物のトータル処理システムを、東京

電力㈱殿福島第2原子力発電所3・4号機向

け放射性廃棄物集申処理施設、日本原子力

発電㈱殿東海第2発電所向け放射性廃棄物

処理施設増強施設などに活かしこれら施設を

建設していま曳

一層の減点化を闘ざす周揮の原子力技術

日揮では、一一層の減容化を図るため、廃棄物の

形態に応じて次のような各種処理・処分技術の

実用化に取り組んでいま翼

　磯逆洗晒フィルターの開発（NPMF、　SFフィ

　　ルター）

　鯵再生廃液リサイクルプロセスの開発

　磯アスファルト固化、プラスチック固化技術

　轡新型減容セメント固化技術

　麟使用済イオン交換樹脂、スラッジ類の湿式

　　分解処理技術

　麟ドライクリーニング技術

　轡高温溶融焼却炉

また日揮では、このような放射性廃棄物処理技

術の研究をはじめ、幅広い原子力関連技術の

研究開発を実施するため、茨城県大洗にホット

テストのできる原子力技術開発センターを建

設し、原子力利用の推進に積極的に取り組ん

でいます、

総合・エンジニアリング

日電囲
＠日揮株式舎社

東京都千代出区大手町2－2－1（新大手町ビル）

　　TEL東京279－5441（大代表）



は む め

　欄：奉が原子力開発に着手して騒⑪年腔な

甑繭本原子力産業会議も階本年馬立＄《》

周年を迎え器蕊とがで誕讃し懸。濫の海

め。本年は從来の年次大会を拡大す番新

で、　r第1騨國年次大会』ゐr軽水矩技衛

高度化に関す器国際会議』を引港賢聖魂臓

問にわ海って醐催す番～甑とにいたし讃し臨

　今やわが国の原子：カi難電所甑躍：：力需要

の海難％巌蜜定に供給し，主力電源⑳一つ

に露で成長し講した．ご魔の石油億機によ

篇影響から鷺本が速やかに経済の海ち藏む

嶺図る～二とがで毒讃したのも㌃省濫象ル

ギー努力に加え、原子力があったから遣愚豊言え議す。

　認の機会甑にれ塞囎の歌⑪年を画顧し麓豊世紀を展望しでみ纏いと思い蜜す．経

済社会の発展にとって工事ルギーは欠くべから総懸ものであ甑遠い将来を考え憲す

と，桔渇す器聯帯ルギー資源に代番ものを、人類の子孫の海めに用意しておくこと

が、我々の責務と思われます。その尭めに愚憲懸讃泥濫累ルギー利用露でのぶテンシ

ャルの罫書れ犠鴫原子力を十分使い切器までにな愚よう科学技術の向上を図甑原

子力がその本来⑳役割を果し常陽ようにし，ま瀧回れから原子力を導入しようという

国々も等しく原子：カの愚挙を享受できるよう、各国闘で協力し合ってい獲たいと思い

ます．この～二とが原子力に携わって毒尭ものの使命ではないでしょうか、

置騨豊6年颯月

日本原子力産業会議

会長　有澤廣巳

1



第蓋騨圓原産年次大会

蕪調テー響　慧1世紀に向かっての原子力産業の展開

融。罫礁野1胸伽＄騨y：　聡vol購驚IQ膿1翫e鰐

　　　電。聡戯＄紬細論就礁繍t雛y

　原子力開発に着手してから諺⑪年尭ち、わが国の原子力発電は電力供給の四分の一を

占め番など蜜定な躍源としで定着す番に至った．ぬの問、泄界では。二度の石油危機に

よ番石油纏絡の暴騰が経済の低成長と石油消費の大腿落込み壱生㌦一転して石油価絡

の急落をも驚らしてい番．惹れには原子力を禽む石油代替工寒ル鍵田が大鍛に投入黙れ

尭本義も大毒く影響してい器が。今度は原子力発電が化石1然料価格の低下の挑戦を受け

て立つ形となってい番．現在の菰の締騒の時期㌫過去の反省と教講をふ終えて将来を

展望し。今後の構革靴闘の中野原子力産業が柔軟姓と先遜牲を発揮しつづけ盗方策を検

討す番ことは議わめて有意義であ駅転考え番．

　原子力は憲雛に人類が生み出し離技衛諜象ルギー野あ甑長期的，地瞭的規模での資

源，環境問題等へ⑳寄与からみても原子力の役霧懸：意義は一檎壷瞭壱増してい巻、

　手が鰯く零墨にな噂尭鶯叢軍紀概見遍し藻場合。原子力発電は電力供給の童役にな墨

訟みみれ器が、そ⑳た諭には在来電源に対す葛優位盤の確保が不可欠であ甑経済性，

信頼性の一聯の向上趨急務で轟番．原子力供給産業は原子力市場のス灘一ダウンによむ

魏在厳しい状況にあ馨とはいえ馬長期的な観点から常に原子力妓術の先違性憂保持し、

原子力産業の活性化を國っていか爵盆ぱならない、

　ま潅放射盤廃蘂物の処理処命壱含めた燃料サイクルの確立㌔資源の有効利用等の観点

から、軽水矩および高遡増殖蝉におけ巻プル怪獣ウム利用の確立．毒らには熱工象ルギー

写しての原子力利購の追求など鬼》一瓢ルシステム解して原子力の真価を十：分に発揮憲

賭でいく必要があ墨．

　原子ヵ平翻利用は馬先避工業国泥けでな㍍よむ多くの開発途上国も篭の恩恵懲等し

く享受懸毒蕊よう，～ニニにあら尭めて開発当初の原点を思いおこし，原子力平和利用が

世界全体の発展に貢献し得轟体系を構築していかねばならない、その際，先進国の過素

3⑪年の経験が脊効にいかされ㌔途上国に適し門形の原子力開発が健全に発展していく

ような国際協力が大切であ蕊、

　本大会は㌔以上のような視点に立脚して㌔驚1世紀におけ番原子力の大嚢な役割に向

けて、原子力産業の展開を図っていく尭めの当面の諸課題および長期展望について議論

し㌔今後の原子力闘発健遊に資する場とした㌦㌔

2



第且9回原産年次大会総捲プ闘グラム

午

』i翻

午

後

第　1　縫

履月8B（火）

開会セヅシ響ン

　　　　　　　　（騒：30～膿100）

　大会準備委員長換拶

　原産会長所信表明

　原子力委員長所感

［特別講演ユ

セツシ還ン喋

　　　　　　　　q3懲。～購：璽の

r原子力1翻顧と展望」

講　演

レセプシ黛ン

　　　　　　　　《1＆：3⑪～2⑪：OO）

　　於ホテル劔オークラ

第　艶　潤

復月9日（水）

セッション勲

　　　　　　　　（9：3⑪～鷲1⑪⑪）

r原子力産業の活力ある発展を

　めざして』

午餐会　　　　　　（且2：20～腫：蜷）

　通商産業大呼所感

［特別講演］

　　於ホテルオークラ

原子力映画上映

　　　　　　　　（且3：⑪o～購1⑪⑪）

セヅシ翌ン3

　　　　　　　　（騰13⑪～181⑪⑪）

r原子力開発と国際協カ

　　一麓1世紀への展望」

パネル討論

3



魂月＄爾（火）

開会セヅシ識ン（翻懲。～1驚：慧の

　　議長：

大会準備婁鼠畏挨拶

原塵会長所信表明

原子力委員長燐感

四
郎
巳
平

外
次
廣
洋

岩
寺
澤
野

　
城

平
圓
禽
河

東京竃力㈱会長

（社）日本原子力産業会議副会長

（社》日本原子力産業会議会長

原子力墜下会解員長。科学技術庁艮官

　　議長：　池浦書三郎　　　　　　㈱日本興業銀行会長

特別講演

　「勲璽世紀の世界の濫＊ルギー戦略」

　　　　　　獺。ジ隷ンソン　　　　マサチ晶一・セツツ工科大学《輔弼丁）磁i瞥理事長

　r畿ネルギーの平等と地球環境』

　　　　　　U。罰ロン潔　　　　　国際連合r開発のための科学技術諮問萎員会』萎員長

　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア原子力・代替鱒解一研究醐饗i婁員会（烈猟）委鼠長

　r中国の原子力開発の蓬ぶ方針』

　　　　　　蒋　　心雄　　　　　中国原子力工業大醗

セツシ灘ン1　：原子カー圓顧と展望《舞：欝⑪～購頻⑪）

議長：　門臓　正三　　　　　　電源開発㈱総裁

「原子力平和利用の回顯と展望j

　　　　S。濫クルンド　　　　国際原子力機関qA鴬A＞名轡事務総長
r墾角的展開を函番フランスの原子力薩業」

　　　　G。ルノン　　　　　　フランス原子力庁（C鷺A》三品

r日本の原子力開発の原点と展望」

　　　　向坊　　薩　　　　　原子力萎員会委員長代理

議長：　藤崎　　章　　　　　　往友原子力工業㈱社長

r原子力の現状と将来　一　燃料供給の観点から」

　　　　」。グレイ　　　　　　インターナショ伽。計ジ吻アソ灘一ツ社（罵AL）会長

「燃料サイクルのバック濫ンド　一　技術、供給能力、経済性」

　　　　獄。シ髭一パー　　　　◎鷺CD原子力機関（N鱈A）事務局長

　　　　　　　　　　　　く休憩重。分〉

　議長：　石規　六郎　　　　　　麗島建設㈱会長

r世界の高速増殖類開難：妓術の実証から経済性の確立へ」

　　　　　設．カール　　　　　　フランス電力庁（HDF）副総裁

r原子力の多角的利用をめぎして」

　　　　　H譜H。ハウンシルド　西ドイツ研究技術省G3MFT）次官
「原子力技術のポテンシャル」

　　　　　M。レヴンソン　　　　ベクテルパワー社筆頭技師

　　　　　　　　　　　　　　　　元アメリカ原子力学会（ANS）会長

　　　　　　や
溜・テル⑧　一　ラ 「遭難の問』

4



セヅシ遡ン鷲

　　　　　　　魂月3鷺《水）

：原子力産業の活力あ番発展をめざして《蹴聰～撚⑪①

　　議長：　飯欄庸太郎　　　　　　三蓑蟹工業㈱社畏

　rアメリカにおける原子力艶電の糟来」

　　　　　　C。ウ癒ルス串一　　　米国原子力趨業会講（A出軍）理事長

　r原子力産業墨盤強化への謙題」

　　　　　　飯騰　孝三　　　　　　関西電力㈱副社畏

　　　　　　　　　　　　　　　　（；匿量：）匿義挙原子力馨恒業会議産難事謹碁盤強イヒノ」、毒蓼き学会萎員長

　r総合電機産業と原子力』

　　　　　　三田　勝茂　　　　　　騰1ヨ立製柞所社長

午　餐　会《膿：驚⑪～購1紛

　　　　　　縫ホテ々⑫憩一クラ　本館1階r平蜜の間』

　　辮譲　　渡辺美智雄　　　　　　通商薩業大駆

　　特別講演旧本の心⑪言簸・文字』

　　　　　　蕎井　　勲　　　　　　松下晶晶温温門講師

原子：力映爾上映G謙⑪か》葺鯛①

　　　　　　焚濫ツシ翻一ホール

　　・よみがえ番砂丘一柏崎刈羽原子力発電所建設詑録総集編（東京電力）

　　魯黛1世紀に向けて一原子燃斜サイクルの確立（電気事業連合会）

　　・スーバーフ濫論ックスー熱伝達（仏ノバ｝ム社）

　セヅシ黛ン3　：原子力開発と国際協カー鱒瞠紀への展望《腿：3⑪～且胸の

　　二二：　二二　　浩　　　　　　（社）日本原子力産業会議副会長

　　　　　　　　　　　　　　　　（財）原子力安全研究協会理事長

く墓調講演〉

　「原子力国際協力の意義一回顧と展望」

　　　　　大騒　恵一　　　　　　東京大学名誉教授

［パネル討論〕

　　　　　　隅。ジフ濫レ囎　　　　国際原子力機関（夏A鴛A）事務次長

　　　　　　」。＊グロポンチ　　　米国国務省海洋・国際環境・科学問題担当次官補

　　　　　　疑。ウィリ瓢スマルト　インドネシア技術評価応用庁次宮

　　　　　　鷺。フレーヴァー　　　ヨーロッパ原子力学会理事

　　　　　　濫得賢　　　中国原子力工業省北京原子炉工学研究設計院院長

　　　　　大野　恵一　　　　　　東京大学名誉教授
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日本原子力産業会議副会長

㈱東芝副祉長

三菱金属㈱常務取締役

富士電機㈱社長

電気事業連合会専務理事

闘西電力㈱副脚長

騒本原子力研究断章理事長

野村総合研究駈㈱顧問《昭和8且年＄月蔦日まで）

勤力矩・核燃料闘発事業団副狸事長

東京大学名嘗教授

神奈川大学教授

朝臓新聞調査研究窒主任研究員

東京大学教授

日本経済新聞論説委員

前賢立公衆衛生院長

東海大学教授

欄本原子撃発電㈱副社長

東京電力㈱副社長

三菱重工業㈱常務取締役

㈱日立製作漸副社長

住友電気工業㈱顧問

臼本工寒ルギー経済研究所研究顧聞

東京大学名誉教授

㈱華甲興業銀行常務取締役

臼本原繊産業㈱副社長

遍商産業省資源工象ルギ…庁長官官房審議官

外務省国際連合局外務参事官

科学技術庁長官官房審議官
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4月窓日（火）

開会セヅシ翌ン

£講演セヅション’］駄30～亙2：20

大会準備委員長撲拶

原産会長所信表明

原子力委員長所感

特別講演

「21世紀の世界のエネルギー一戦略」

　　勲1世紀の世界のエ＊ル麻縄情勢を展望し、エネルギー問題が人類共通の課題で

　あるという認識に基づき、供給安定牲のある原子力の位置付けを明確にするととも

　に技術工＊ルギーとしての原子力が持つ問題点を摘出し、国際協力の理想的な推進

　方策を提起する．

rエネルギーの選択と地球環境』

　今後主力電源として活躍が期待される原子力について経済性、信頼性等における

優位性だけでなく、長期的かつ地球規模での資源・環境問題への寄与を明確にし、人

類の未来に必要なエネルギーとしての原子力選択の意義を再認識する。

r中国の原子力開発の基本方針」

　新たに原子力発電国に参入しようとしている中国が、原子力平和利用開発全般に

対し持っている展望と、国際協力についての見解を、自国の新しい原子力開発政策

を踏まえ披露する、
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21世紀の世騨のエネルギー戦略

マサチ謡一セッツ工科大学（MIT）

　　　名誉理事長　　H。W。ジ灘ンソン

　本稿は21盤紀を展蜷した瓢ネルギー見通しをレビ訟一する，来世紀においてはエネル

ギー供給源の多様化が予測される。これらについて，需要・供給の両面から詳細な検討を

加える。著轡は現在の原油価格の状態が，置ネルギー・瓢一ザーに21糧紀の秩序ある濫

ネルギー開雛計画を考える灘つかけを撮供していると考える。政蔚間，大学間，科学アカ

デミー闇の国際協力が求められている。

　結論として，四本および曇の他O獄CD加盟諸国が蕎油同様，原子力，石炭，天然ガス

等，エネルギー源の多様化を推溢しているすべての理由は遇去および玉壷において正当で

あり，将来も正面化される，短期的には，引張つづ毒移ろいやすさが見込まれるが，叢期

的には，すなわち現在の原滴価格によってもたらされている露や霧や混迷の向う側につい

ては，来世紀あるいはそれ以降に再度エネルギー魚機にみまわれる可能性がある。現在の

エネルギー供給の過剃時期は，われわれが共に将来に供えるための猶予期闇としてとらえ

るべ毒である。
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エ＊ルギーの選択と地球環境

国際連合「開発のための科学技術

諮問萎員会」萎員長

イタリア原子力・代替濫＊ルギー

研究開発委員会（劉N鱈A）委員長

　　　　　　u．　瓢　翻　ンボ

　本稿は黛且世紀におけ愚原子力の役罰について戦略的評価を与え馨ものである．

　現在、石油供給が需要壱左右す盗という不安定な濫累ルギー情勢の下にあ播が、筆

者の見解は，たとえそれが後数年続いたとしても特に化石燃料を考える場合濫＊ル

ギー価格増が予想罷れ斎訳で㌔1二のような一般的な長期傾向を災際に変えるものでは

ないゆ

　本稿は将来のエ＊ルギーシステムに藻本的に影響を与え器傾向として以下の＄点を

説明す馨。

豊。安全と環境問題に対しでの関心の高ま触

勲　高品質の濫象ルギーベク墜ル《まず第一一に電力）壱優先した多元的で柔軟性のあ

　　墨効率的濫＊ルギーシステムへの漸次転換

a　国内資源のない国々に対しての工車ルギー供給保証の優先

　この他の関連傾向として，経済の非物質化の増加と擬供磁れ蚤品質、サー賦スの向

上を伴う高度情報化社会のもたらす結果についても触れ番．

　これに闘連し気原子力は、現代技術の集約として確立霞れ尭ものであ甑これを

開発する国なにとってよゆ広い技術発展を侮すことが野港、電力ならびに原躍的には

工業用高温プ圏セスヒ～墜の三二について，闘下のところ最良の解決策である・．

　原子力はウラン原材料の消費蟹：が少ない～二とから技術を習得した国なにとつでは、

国産工寒ルギーと考えられ，蜜洗鰯格も予測可能と考えられ懲．毒らに主要資源の中

では環境影響上優れた特性を有す器。

　本稿では地球上の講象ルギーシステムにおけ為電力の浸透を述べで、灘1世紀中頃

までに、西側工業諸国では電：カが一・次工皐ルギー利耳1の難割を占めることになろうと

示唆す嶺．原子炉は電力網のベース圏一ドの提：供に適してい馨ので原子力発電のス

騨一プは大嚢い。
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　高速増殖炉開発に注意を向ける．戯ウラン資源のない国々にとっては馬ウランの入

手可能性と国際価格凄の係わむにおけ轟縫由選択とな番．もう一一方のオプシ翼ンであ

蓄核融合が科学的見地から篭の実現盤がなお実証霞れねばならないのに比し。高速増

殖炉は目下のところ、ず噂と現実的路線であ蒼．しかしながら核融合臥今後数世紀

にわ尭む貢献し得葛にとを考える凱適切な疑編）の努力をもって当篠べ港解決策の

一一 ﾂとして残婁れ馨、
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中国の原子力開発の基本方針

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国原子力工業大臣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒋　　心　　雄

　中国の原子力工業は既に3⑪余年の歴史を有し、比較晦すぐれ尭科学研究の藻礎と

かなり整った核燃料サイクルシステムを有している⑪今世紀の経済発展目標を実現し、

勲1世紀におけ巻工＊ルギー問題を解決するため、中国は原子力平和利用を断固とし

て発展させる。：奉年に入ってから政府はま潅新たな整備を行なって、一層効果的な原

子力事業の発展のため努力していく決意を固めた。

　申国の原子力開発の甚本方針は、自力更生の基礎の下で，海外の先進的技術を導入

し、沖国と外国との協力は中国を主とする」との原則を堅持し、自らが原子力を開

発する道を歩んでいくことである。わが国が自力で設計した秦山原子：力発電所の建設

は順調で、海外より導入した大型原子力発電プラントの前期工事も進展しでいる。低

温熱供給原型炉の建設工事も開始され、わが国工業の基礎と送電網の容量に適応した

原子力発電プラン恥が研究、設計されている。高速増殖炉と制御核融合の研究も計画

通りに進められており、これによつで原子力平和利用の長期的発展に資することがで

きる。

　世界の原子力平和利用の発展を促進する尭め、中国は国際協力と交流を強化するこ

とを主張する。中日両国は一衣帯水の友好的隣国であり、アイソトープ・放射線技術

の利用面における協力が駈たな進展をみることを希望する。
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4月8日（火）

セヅシ鐸ン1：

　　原子カー回顧と展望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［講演セッシ駅ンコ置3：30～亘a：10

　原子力開発に着手して3⑪年が経過し、原子力発電は経済社会に定着するにいたっ

海。本四ヅシ駅ンでは、原子力開発の原点に立ちもどり、これまでの原子力発電、動

力炉、燃料サイクルの開発ならびに成果をふり返るとともに、21世紀を見通して国

際的な観点から各分野における需給，経済性、技術ならびに協力の進め方響を展望す

る、さらに技術集約エネルギーとしての原子力がもつ潜在能力を十分に利用していく

ための課題を明らかにし，原子力開発利用の拡大発展に向けて建設的な見解を披露す

る。
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原子力平和利用の回顧と展望

国際原子力機関（亙AEA）

名誉事務総長　S。エクルンド

　ウランに中性子が衝突し彪と毒核分裂反応が起きることが発見されて約5⑪年盛

ち、また人類によって最初の連鎖反応が始められてまもなく復爆年になる。それ以

来、発電利用および放射線・放射性同位元素（アイソ恥一プ）利用の両方に関して、

膨大な開発が進められてきた、

　19怠5年末時点では、37魂慕の原子力発電所が盤7か国で運転中、155纂が

建設中、麓器基が経済的寿命を終えで閉鎖中である。重9騒5年忌は，原子力発電所

の発注がキ鞭ン壱ル議尭は延期罵れ流ものが一憾もなく、これは1973年以来初め

てのことである。原子：力発電所は全部で3，魯00炉・年の運転経験をもっている。さ

らに現在，33⑪墓の研究炉が魂喉か国で運転中、豊69基；が閉鎖中で、研究炉の運

転経験は＆O⑪⑪豊年におよぶ。これらは、我身が原子とともに暮らし、原子の管理

に習熟してきた程度を示す実に印象的な証明である。

　量9＆5年には世界の電力の約且賎％は原子力によって供給された．この数値はフ

ランスの場合6縢％㌔ベルギーδ霧％、そしてブルガリア㌔フィンランド、スウ庄川

デンなどの国々では魂⑪～5⑪％である⑪

　195魂年のオブ轟ンスク炉の5，⑪⑪OkWか転フランスの最新型貯W獄やソ連

の乱WG聡イグナリナ炉における豊魂⑪万kWクラスへと、原子力発電炉の出力の急

心な増大が著しい．スウ謡一デンの水力発電が年間愈⑪O億kW駄の発電能力をもつ

まで開発するのに1⑪⑪年かかった。同様な開発について原子力の場合はわずか2⑪

年しかかからなかった。

　計画外完全停止によ番発電炉の非利用率の7割までは機器の故障が原因であり、こ

の機器故障の約半分はプラン塾の在来部労で起妻てい巻、計画された燃料取替とメイ

ンテナンスは、エネルギー損失の約67％を占めている、これらの数字は又、非原子

力部：分における品質保証の童要性と、燃料取替期間の注意深いプラン轟ングによって

運転可能時間を増大雛せ馨可能性があ薦ことを示している．

　原子力発電の一層の利用・発展にとって基本的に重要な問題は、生成す嶺プルト轟

一17一



ウムの管瑠と究極的な利用であ愚．総出力約3億臨O⑪⑪万kWに及ぶ約δ⑪⑪纂の

発電炉が量9麟O年代に生成す番プル》轟ウムの量は、年間10⑪》ンの規模になる

であろう．非核兵器国泥けでもプル》轟ウムの累積生成量は、置99⑪年には慧⑪⑪

～3⑪0塾ンにな番であろう、これだけの量のプル》識ウムの生成1凱使用済み燃料

をそのまま最終処分するのかあ葛いは再処理す番のか，またう》離し洗プル》轟ウムの

貯蔵の問題や需要側の希望どおむに分離プル恥晶ウムが利購で嚢蒼のかどうかといっ

たような、いくつかの問題を引潔起こす、
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多角的展開を図薦フランスの原子力産業

フランス原子力庁《C鱈A》

　　　畏官　　G。　ルノン

はじめに

　1973年の石油危機後に策定窃転それ以来尭ゆまず履行書れてい番フランスの

濫ネルギー政策は、瓢累ルギー輸入量の減少、瓢象ルギー源の多様化および瓢ネルギー

の合理的使胴の三つの圏標からなっている．

　現私フランスは繊界で《米国に次いで）第勲番圏に大規模な原子力発電設備をも

ってい器．原子力計画の主役は次のとおの噂あ番．

　～フランス電力庁佃1）欝）

　　　　発電所の総有⑯運転春．アーキテク恥濫ンジP轟アとしても機能．

　一フランス原子力庁（C蹴A）

　　　　轟轟D計画に責紐愚も臥産業グループの主要謙主．産業グループには燃料

　　　　サイクル活動全体に重要な役罰髪果允してい番C鱈Aの1⑪⑪％　子会社の

　　　　C◎《認隅Aや。原子炉建羅・サーばス命野の関連会社が含まれ葛、

　一フラマ寮ム《CG鷺畿C鱈Aの子会社）とアルス誉ム〈CG鷺グループ〉

　　　　フランスの璽》WRについてそれ響れ一次系隔ご次系の唯一の供給者．

フランスの原子力政策の現在の成果

ω　貯W聡の建設

　　働且騒7⑪年か曝強敵隷S難ま燭の問に㌔諺騒藻のフラマ整ム製謄WR《合計出

　　　力聾講⑪⑪万聡W）が運開した．

　　・今後畷年間に穐審らに鼠環暴《合計出力篤60⑪万数W）が運転を始め馨、

　　⑳且37蜷年から皇騒魏難年讃でのツラマ》ムの輸出僧録は世界慧位であ馨。

働　燃料サイクル

　　・COG灘踊Aは燃料サイクルの全活勤に従事しでい；蓉世界で唯一一の会社．

　　・ウラン採掘では世界鼠位．

　　・世界のU軍鶴生産能：カの灘難％を保有．
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　　働ユーロディフ《世界の濃縮能力の3環％を保有）の51％株主。最大の燃料製

　　　造会社置鷺璽Cのパートナー．

　　・ラアーグのU醗鶯一塁00プラン》〈蓋976年以来1鴻0⑪トン以上の軽水

　　　炉燃料を再処理）を運転。

㈲　高速増殖炉（劉懲R）

　　・貯聾駿の長期的な有利性を認識し覧R＆蓑）計画を成功裡に推進しできた。

　　・フ濫晶ヅクス頬（黛5万kW）は13年間の運転中に1岨O億kW飯を発電し

　　　た。

　　・スーパーフ膿轟ックス《1豊⑪万kW）は亘986年璽月に送電を開始した。

　　・フランスは国際協力の枠組の中で貯欝R闘発計画をつづけでいる．

㈲　結果と経済的利益

　　締フランスの盤W験で発電させた電気は現在世界で最も安価な電気の一つになつ

　　　てい墨。

　　・原子：力計画はフランスの濫ネルギー、貿易収支の大輻な改善に貢献している。

　　繕フランスにおける原子力発電所の建設期間はわずか6～7年であり、建設費は

　　　米国の約半額であ愚。

　　働フランスの会社によって提供毒れる燃料サイクルサービスは世界の市場で競合

　　　している。

見　通　し

　原子力産業は，長いり一ドタイムをもつという特徴があ甑このだめ慎璽に最適利

用計画を策定しなければならない．高度経済成長時代に開始された原子力発電所の建

設計画は現在成熟期に逮してい恐．電力の在来的な晶一ズはすべで満た霞れており、

今後の電力消費（簿港5年聾O鵠⑪億蘇Wぬ、鱒9⑪年3鴻⑪0～3，7⑪⑪億kW

甑　且93響年4⑪O⑪～畿上野O億駄W飯）における増加分は新しい電力の使用に

よる庵のであ碁、慧⑪O慧～黛⑪⑪嬢年には’古い原子：力発電所を建て替え愚だめ年間

約魂基の発注が必要とな墨が、それ覇での問は年間豊～黛暴の原子力発電所の発注で

足りることになる．…方庵鑑の問㌔鱒）鮒は近隣諸国に3⑪⑪～砦⑪⑪億kWぬの蹴

力の販売を膜標に積極的な電力輸出政策を追求していく．

　燃料サイクルに関し覧フランスの原子炉に必要なウランの：量は、風騒霧響年の

鼠7⑪⑪恥ン／年から驚O⑪O年には毬，⑪⑪⑪》ン／年に増大す番．国内生産量は
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＄，驚⑪⑪》ン／年であるので、今後とも薪規鉱床を継続して探鉱していかねばならな

い⑪

　濃縮サービスについては、現在世界的に供給過剰で、厳しい競争状態にあ葛．この

中でユー導2ディフは有利な立場にある，、　重99⑪年代半ばに産業化の決定を可能と

するように、よむ経済的なレーザー濃縮法をマスターす嶺ために大規模なR磁Dを進

めている。

　再処理についでは、U韻士一環00の拡張と新しいU燈一3プラント《鶏⑪Oトン

／年）の建設が計画どおのに進行しでお甑フランスの努力の証となっている．

　現在、フランスの産業は新しい活量に取り組んでいる．澄WRへのプルト晶ウムリ

サィクルは経済的に魅力があり、C◎G駐MAとべルゴ轟課一クリア社は合弁事業と

して混合酸化物燃料を供給す葛、

　プラン恥の経年劣化に訟もない，原子力サービス市場が成長しでいる．ディ灘ミッ

シ課ングや放射性廃棄物管理を含むこのサービス市場は、r更新』期の到来《まず米

国に到来、次いで潔一ロッパ、日本に到来）につれて、増大しつづけていくであろう。

　フランスでは、『更耕」期に古い盤WRが駈型毘WRに置き替えられ。高速増殖炉

が段階的に導入されていくだろう．したがっで新型駐WRと置駐R計画は相補的であ

る。

結　論　　1　戦略の概要

　過去の経験から、数多くの大藩な不確実性をともなうもの、例えば世界全体の経済

成長、エネルギー消費、石油価格、既存プラントの経済的な更新時期等については、

正確な予測を行うことは嗣難である．

　それにもかかわら凱原子力は黛且世紀の基本的なエネルギーである。原子力発電

所および原子力サ・一ばスの需要が璽99⑪年代に再び上昇する可能性は高い。

　それまで、フランスの原子：力産業はその能力を拡大し技術的先進牲を保持しなけれ

ばならない、菰のため。メインテナンス活動を展開し、新しい燃料サイクルプロセス

と髪型炉について聡畿Dを継続していく。そして、輸出の増大と他国との協力の拡大

により、フランスの原子力産業の国際的地位は強化されるであろう。
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日本の原子力開発の原点と展望

　
隆
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類

原

1．　臓：本の原子力開発の基本路線

焦　日本の原子力開発の特徽

歌　原子力開発利用長期計画について

　　…凹今回の改訂の主要点と選め方一

4　研究開発の進め方について

　（鼠）離開研究の強化

　②　研究開発から窯用化へ

㈲　鴛れからの巨費科学

瓢　バプリツクアクセプタンスについで

　　国際協：カについて

　ω　先進國との脇：カ

㈱　闘発途上国との協力
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原子力の現状と将来一燃料供給の観点から

イ抄サ滋備礁糟一アソシ距ツ社（臓舷》

　　　会長　　5．グレイ

　本大会においで講演す為機会壱与丸られ海に蓋を光栄に思い霞：す、私の講演は燃料

盤給⑳観点から㌔世界の原子力発醗の現状および将来を展卸す語弊と野あ番、畿ず喰

わずか諺⑪年余む前の出来事，すなわち黒騨麟罎年にアイゼンハワー大統領が＊国の

醐ア恥ムズフ癒一ぱ一ス鱒計爾磁蛤素面豊麟の壷網に注凝してみ幽い．～二のイ識シア

チプ眺他の羅な⑳原子：力平灘拳禰藷鰍画と豊も甑篶の新しい主要な濫象ノ駆翠一供給

源の地離規鱗での聾綴・利耀につながっでいった．轍の瓢象ル血路橘凱ω　纒済的、

技衛的規模。鱒　技術移転と壁の強面の度合、㈹　原子力灘霞罎選択したすべての

麟々におけ番謡府と産業騨、学界翫の問の異鰍かつ積極的な心力鱒係一の点におい

て協煮くに顕著な牲権をも噂てい潅．

　測れから難⑪数年後の現在，世舞の雛難か麟で禽計出力畷億鼠冷鷺隷万豊講⑪⑪駄

wの商業原子力灘叢購が運転申、建設串もしくは雛注巾であ甑～繁れは翼在の緬鶴に

して豊麗ドル画一ダー⑳般資に相当す器．原子力平曲利用謙虚の多く雛米国や弛の

麟々の騨防関遮⑳原子：力藩論から発生し隔ぞ配．てそ穏から利益を得纏けてい蕎こと：に

濾麗し副い、このようにし覧米国の海軍原子力計薩1は、米国紀無業，技術および人

的資源懲供給す二上噂童要な役蹴を果たし纏けてお甑幽してこの裟とによって。米

麟の原子力継電は磁如上商業計画燃ナによ篇開鵬の場合に比べで米国固膏の醐持久

力囎を備えてい巻．臨本の雰常に強力な商業原子力計画は，礁のような国防閥連の暴

盤癒もっていない激いザ㌶転轟轟的には鵜れらの岡様な源泉から利蓋壱得てい嶺．

　原子：力発蹴の現在および将来に関し鷲概技術、経済性、資金、敬治および制度上

の童要な問題があ轟、なかなか級いにくい聞題として綜㌔公衆の健康と安全そして核

不拡散の問題があ器．前巻は閣連の規鱗行敬とあいまって、特にアメリカにおいて原

子力発電所の運転建設，計画に対し痛烈な影響を与え尭．後者すなわち核不拡散問

題は。核燃料サイクル《特にプル駆識ウムリサイクルと高速増殖炉）の選択における

米国と岡盟麟の闘の政策的相遠の根本原國となっている．

　核燃料サイクルの観点から言えば㌔天然ウランの供給㌔転換、濃縮については㌔既
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存の施設ま尭は計画中の施設さらには尉実行可能な鯵施設においてゼ今後鷺⑪～＄O

年問にわたって予見し得る需要に対して㌔経済的なレベルでまかなっていく泥けの十

鈴な供給能力があ巻ものと思われ薦．天然ウランは、地躍的に慰ま潔まな地域から入

手可能であ甑このうちオース》ラリアとカナダが有力な資源産出国であ番．濃縮に

ついては、現行および計画中のもので十分な供給能力があ甑さらに濃縮技術の利用

可能性が拡大してい斎、露海，もし国によ番経済的，政治的決定が行われ搭ならば、

その期間中に発生す番全使用済み縣料は，団収可能な形で貯蔵で毒よう。

　しかしながら㌔濫象ル躍一セ牛館リティや長期的な経済的インセンティブを董視

し。適切な政治的、財政的、工業技術的資源をもつでい轟国々にとっては、プル恥識

ウムリサイクル技術を開発す墨ことはメリッ鮎があ馨ように愚われ蕎、し光がぺ凱

プル》晶ウム燃料を国としてあ恐いはもっと広範に利購しでいく蕊とについでの決定

は，～これまでよ吟もさらに正確な技術的、経済的データにもとついで行う鵜とがで藩

轟。同じにとが高速増殖炉技術についてもいえ番．

　過去30年におけ纂原子力発電の導入濾総俸的にみで臨類な港成功であ甑世界全

体にわたって安全な原子力発電の明器い将来の展望をいかに確実なものにしてい蕎か

については、電力供給の経済性と需要が示してい番ように、新海な獲解増逸の尭轟の

基盤がつくられて畿尭と信じてい碁ゆ

　原子力は。経済的な核燃料サイクルの供給が欠除したとしでもそれによって制限毒

れるようなことはなく隔平頚と繁栄の驚めに良い影響を与え続け為であろう。一
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燃料サイクルのバヅク講ンドー技術，盤給能力，経済牲

《》罵C置）原子力機関《N翫A）

　事務局長　　醐．駁，シゴーパー

　◎駐Cゆ加盟国においで使用済み燃料管理の決定に影響を及ぱすものとして。暴本

的には回読くとも次⑳騒点を考察しなければならない。まず第豊に隔現在多くの場合

迅速な再処理能：カが不十：分であ墨篭義．第黛に：再処理が，経済面およびプル四囲ウム

利鵬可能牲のどちらの理由においてもi潴し迫ったものみして考えちれでいない～瓢ゐ．

第繍㍍最終回労の繭に管騨貯蔵の形繋使用済み燃料《あ嵩いは分離した高レベル廃

棄物》の冷却罎行う鵜寵は、技術的。経済的な利点があ巻～二と、これらのことから実

際聞題としで、騒下の遣とが意味雛れ番．すなわ転再処理もしくは最終処労のオプ

シ灘ンの選択にかかわゆなく、原子炉から取出婁れた使礪済み燃料の醸とんどは，比

較的長期間にわ流って暫定貯蔵憲れ器ことにな器、

　軽水炉からの使用済み燃料を水プ～ル中に貯蔵す巻技術濾十分に実証毒れてお甑

数十年の貯蔵期間は技術的困難を引起こすものではない。いくつかの乾式貯蔵技術が

長期貯蔵に対して経済的利点をもつものとして提案され、将来、よゆ多くの関心を引

妻っけ番ものとみられる・、（》鷺Cl）域内で使購済み燃料の全発生量が急速に増大して

いるけれども、現在の《使用済み燃料）貯蔵容量拡張計隙飢今後予測され葛生大分

をカバーす番ように思われる．地域的に不均衡が生じるかもしれないが、既存の貯蔵

スペースの詰め直し（リラヅ串ング）によっ監かなり急速に追加の貯蔵容量を獲得

す番ことができ番。たとえ新しい貯蔵所をつく轟としても建設期間は比較的短かい。

　再処理の技術は実証され㌔いくつかの国で商業プラン》が稼働中であ番．しかしな

がら、政治的制約や即座のインセンティブの欠如のため、増大する使用済み燃料の発

生量に比べて、これ讃で全体の再処環能力は小さかった。いくつかの国々は再処理し

ないで使用済み燃料を処分する計画を立てているが、多くの国々は将来の必要のだめ

に再処理を不可欠なものであると考えており。さらに他の国々は決定を延期してい

葛。追加の再処理施設の建設が進められでお甑　ig9⑪年代には操業を始める。し

かし馬すべての再処理設備を最大限に運転させでも、今世紀末までに再処理されるの

は、◎駕CD諸国において累積の酸化ウラン使用済み燃料発生量：の三分の一似下であ
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ろう。

　高レベル廃棄物の処労施設は、現在叢薇無いわけ懇あるが馬来世紀に建設耀港轟よ

うに広範な研究が行われてい轟．いくつかの国々では今世紀末以前に処分場を操業す

轟鵜とが計画窪れてい墨．現在開発中の技術によって再処理廃棄物および使用済み懸

料を安全に処分で毒番という～二とは、科学鯵技術の専門家の問ではロンセンサスとな

ってい番。

　現在の推定によれば全バック諜ンド活勤の灘ス鎚嵐全燧料サイクルの均等化翻ス

》のi⑪～慧⑪％にな轟野あろう、繊料サイクル費は発電灘凱集全体の約三分の一・を

占めてい馨ので㌔バヅク濫ンド費は発霞認ス整のわずか麓～＄％にすぎない、濫の結

論はオプシ斑ンの選択にかかわ鯵蹴く確かなものであ馨、再処離のオプシ躍ンの場

合，最大の費圏は再処理そのも⑳であ甑畢の正味”ス浄櫨もちろん臨収審れ嶺核分

i裂姓蜘質に鱈与雛れ穏鰯値によって変わってく薦。ワンススルー《硬い旛て》サイク

ルの場合、均等化バヅク濫ンド調ス》は，貯蔵費灘によ噂て左右懸れ器、処理匝処労

の調ス恥は割引しない《現在価簸換算しない）場合臨較的高くな馨が，均等化脚ス恥

への影響は長期にわ尭幽晦問的ずれによって軽減謙れ轟であろう．

　濫の領域におけ蕎最近のN鷺A研究の総総的な結論は騒下の轟おゆであ蕊：

　燃料サイクルのバヅク濫ンド《熱誠済み燃料の輸送，貯蔵，再処理および艇礪済み

燃料と高レベル鎌継麹の藩命）が。今後の原子熱発霞利蠣の拡大を糊約す斎経済的誠

術的な理由には明らかにならない．鎗れらの活動の費用は絶薄額において大嚢くみ戴、

番かもしれない爵㍉発i電戴：力量一単位あ潅翰では臨較的小窯い醗その上に，必要な決

定購え行われれば，燃料サイクルを完結で麟ない理磁はない．
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世界の高遽増殖矩開発：技術の実証から経済性の確立へ

フランス電力庁（騰）即）

　副総裁　　駐、カール

　熱中性炉に比べて天然ウ夢ン壱有効羅利用す番遣との繋ぎる液体金属冷却高速増殖

頬く欝隠語》は長い聞。電気事業蕎に轟っで関心の的噂あ噂た。

　特に遡一聯ヅパにおけ番読癖＄0年問のi努：カによって，即駐勲妓衛の闘発に必要な

かなゆの知識臨書器遣蕊がで議激。

　鮒灘勲の実現可能性を実幽す導第一段階の富盛、魂つの原型：炉《イギリスの駐貯賦

一勲騒0腰W馬フランスのフ麗麗ツクス一陣難⑪鰯W㍉ソ連の聡N－3驕⑪㍉鯵N一

編⑪⑪）が鑑の豊⑪年歯幽趣転壱醐翻し尭。西ドイツの＄N疑一＄⑪ゆ《且騨霧7年

の運瀾予定》や愚の他の設備の運転は憶同様の技術と設計の傾向を確認す馨ものであ

器。

　最近運転を始あ海スーパーフ濫轟ックス《豊騒霧難年騒月7日初臨罪㌔且9魏㊧年

且月豊魂臓初送電》鼠賊鼠瀞Oゆ鵬Wを超え轟最初の工業規模の原子炉賢あ墨．スー

パーフ濫轟ツクスは㌔叢要な機器の製造を》スターし㌔～蓋のタイプの大型炉の運転に

高して深い知識を得呪うえ国璽要な一鐙菰な愚もの賢あ番窃

　乱れ讃での蟹灘聡の：分野における三絃濾，簸畿駐）の努力を集中的に行い，機器癒実

際の運転集件のもと野試験して雛潅ことであ甑霞らに欝聡聡の可能性を世論に対し

て明白に実証しで毒た～畿＆であ轟．

　畢の他の藩数の国々は、㌶の霜野において主要な股麟夏》を選めでい薦、特に騒本と

ソ連の場合は奮うであ番．欝器騰実験総崩常揚』の還転と岡原型炉『もんむ纏』の建

設は，鮮懲疑の開嚢iに畿って璽要な貢献懲す番ものであ番．闘本噂課用霞れてい嶺

榔ループ鯵灘の概念：贔遡一瞬ツパ野童流鳶なってい巻醐プール鯉型の概念は鴨実

際，岡一一技術の黛つの異な番形壷表わしてい葛．

　明らかに鮒融股の拡大発展は鼠騒7⑪年代に考えられていたよゆ、ずっと先の将来

のこととなつ潅、確かに電力消費の予測や桝従来げ原子力計画および工寒ルギーの

状況から判断しで，多数纂の貯鯵駐が導入毒れ釜のはずっと先になってはじめで可能

とな嶺泥ろう。
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　これから当分の問は，すでに得られた豊寓な経験および最：近運転を闘始した施設か

らフィードバックとしで得られ番貴叢な経験から最大限の利益を得番ことに集中すべ

灘であ番．～二のことは㌔プラン塾設計の簡素化と㌔建設費の低減に向けて努力を続け

ていくべ藷こと巻意味しでい轟⑫

　スーパーフ濫論ヅクスは㌔響一騨ッバにおいて蔦のタイプの技術を継続して使用す

るための確固とし尭慕盤を与え巻とともに，簡素化と灘ス恥削減の可能性があ為にと

を示しでい碁．～慧の目的の尭めに蹴D欝は、豊騒霧魂年7月，叢，5⑪⑪MW容量をも

つスーバーフ識轟ヅクス麓炉のための詳細な予備設計研究を開始した。投資に対しで

かな鯵の利益が期待漆れでいる・．西ドイツのSN獄一豊炉の設計研究も同様に進めら

れてい翫

　これらの炉に関する努力にあわせ覧燃料サイクルにおいても同様な進歩がなされ

なければならない。

　西融一腿ヅパの電気事業者は来た番ぺ藷年のために統合調整された建設計画の決定

に向っで作業を進めでいるゆこの計画は黛～＄甚の駅霧Rの建設を含み㌔21世紀初

めに技術的突破をなしとげ為ことを目的としてい巻。このような計画は他の電気事業

者の餐加に対しでも門戸を闘くことがで藷よう．
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原子力の多角的利用をめざして

西ドイツ研究技術省く購M総監）

　次官　　興．一覧。ハウンシルド

　西ドイツの原子力技術の公職翫少なくとも今世紀中におい覧濫象ルギーの研究

開発の分野の中で最も成功した事業であ薦、ま憲に初期の段階から。科学港、産業お

よび政府の問の繁密な協力のもとに，輻広い範囲の原子力技術の調査、研究。開発が

進められで港尭。菰の器とが高い蕪準達成の土台となった、現在，安全性，信頼牲お

よび経済的競合性におけ器すぐれ海実績にもとづいて、原子力の社会的アクセプタン

スは改善掌れて藷でい愚．

　西射イツの軽水炉妓籍爵劇且繭6⑪年代に成功繰に導入し尭後、今臼野は明らかに

成熟し彪技術となってい導、叢騨豊難年には、原子：カは全発電電力量の約3難％を占

あ、遣の割合は且⑭9⑪年には礁⑪％に達す懲見込みであ葛。

　現在最も童要な原子：力闘発は。軽水類燃料サイクルの完全な産業規模での実施であ

轟．すなわ転遽心勇離法によ番濃縮工場が旦騒毬寒露に運転壱溺善し、最初の藤業

規模の再訴輝工場の建設が同膿年にスター塾した。蕊の再処理工場は、黛O年以上の

経験にもとづいて，経済牲、安全牲。保障措置の点ですぐれ驚鱗型の再処理技術を採

用す誉ことにしてい轟、放射性廃棄物の沈めの最初の地層処分場は豊麗呂3年までに

操業を始め導蔦とにしてお甑ま尭高レベル廃尋物処労場については、今世紀末以箭

の予定であ愚．廃棄物処理披術の信頼盤：嫉ベルギーの愚ルにあ墨パメラ法によ馨パ

イロヅ掛プラン恥の好運転結果によって実証集れている・。

　西ドイツは。高水準の原子力技術癒もっているが，原料資源には恵まれないという

状況にあ愚だめ、高速繕殖炉の醐発に強い関心懲示し、にれにカを入れて嚢てい蕎。

高速増薙炉の開i発は舗一騨ッパ諸国との緊密な脇力のもとに行われてお甑　且3暮魂

年には敬麻問協定が締結霧鉱脇力閣係は審らに確固としたものになの、拡大される

罷とになった、カルカールにあ馨諺⑪OMW翰の鮒鱈獄プラン》は亘9霧6年に運開

の予定であ番．最初の脇一騨ヅパのプ闘ジ識ク恥であるS醗X《スーパーフェ轟ック

ス、於フランス）の成功のあと、西ドイツに豊謁⑪OMW馨の増殖炉プラント《SN

R慧》を建設す墨覆めの発注計画の準備が進められてい墨、
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　原子力の利用を癸i電以外にも拡大しでいくために行われてい愚のが、高温ガス炉の

闘発である。シ認メハウゼンにあ番HTR3⑪⑪越W㊧発電プランN叡量3霧5年

蓋嚢月に初送電を行った、

　現在、西ドイツの黛つの産業グループが、化学産業、石油化学産熟石炭産業等の

潜在顧客向けに、プロセス臨一恥と電力の両方を生産す蒼灘ジ濫象レーシ遡ン《電熱

併給）の尭めの多数の閣丁聡プ騨ジ灘ク》の調査研究を行ゼこい為．

　　　一　約鼠⑪⑪糠W㊧の鑑籔の騰炉認ラー型原子炉

　　　一・　講ゆ⑪MW離の蒸気験電力供給翻丁騰

　　　一低温低圧概念に慕つく地域暖房専胴の小型影W勲

　西ドイツ政府は濁段階ではも一般的に畢の財政的支援を㌔薪しい原子蛎概念の技術

的ポテンシャルの利用と安全牲の湘めの暴礎的な賦轟亙）に限定してい為．詳細なエン

ジ識アリングの責鉦とその後の建設は産業側にあ器．したがっで。原子炉産業は新し

い原子矩技術廠最初に利用す器顧客癒積極的に雛がしでい番．

　結論として、原子力は依然としで電力利用としての高いポテンシャルをもつでおり、

署の経済的、環境的特長の故に審らに利用されていくであろう、愚して。原子力はお

そらくプ騨セス臨一》の供給という追加のポテンシャルをもつでい器が庵その利用の

驚めには、蜜ず実証が待海れてい轟ところである，．
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原子力技衛のポテンシャル

勲鴇騨一社筆頭技師

前アメ嚇原子力学会《醜S）会長

　　　　　踊。レヴンソン

　過去騒⑪年賜いうと。原子力平翻倒用の歴史の早老んどがカバ・一携れてい轟、最初

の電気が原子力《液齢：金華冷却高遼増殖頗）によってつくられたの濾、今からわずか

魏騒年前の盤騒難置髄脳あった磯にの約＄⑪奪の間に馬いくつかの健全で安：雑な技術

の開発iが行われもお静らく継れらの警衛は今後数世紀にわたって世界の電力需要に対

す番主要僕給源として貢献していくであろう、原子力発電の歴甕と現状を概観するこ

編網将来のあゆう番姿壱考え轟外層の蓬礎材料壱撮供してくれ巻．

　すべての将来のシナリオには。原子力発電が信頼耀藷ると考え篇ならば，その原子

力発霞：が含まれていなければならない．今から蓋⑪《）年後の原子力についでは，新し

い科学的に画期的なで嚢ごとをべ～スにし尭ものがで薮あが番かもしれないカへこれ

からの騒⑪年間については旛現在の科学がベースに慧愚泥みう．

　革新的な披術が利胴審れ旛新規プラン整繋は今日の墓準によって非常な遭歩がみら

れ蕃かもしれないが。現在建設中讃たは運転中の原子力発電駈の嶽とんどは今後3⑪

年間は運転を続けでい愚であろう、計装。綱ンピ川棚ター。澗求ッ》。材料研究。エ

ン炉謁アリングの分野におけ絶大潔な技術的進歩憾、原子力発電断の設計、建設、運

転および保守の方法に撃墜な変化をも彪らすであろう、

　燃料ベースはウラン鷲＄騰だけからプル恥轟ウムを含むものへと拡大し、世界の》

リウム資源利講の観点からウラン勲3＄を禽む燃料の利用が始まっている泥ろう．

　不当な懸念によってプラン墜の設計。運転壱複雑、煩填化して港た過去璽⑪年間の傾

向と違っで、慧（》i鯵年に建設中のプラン恥は合理的で簡素化霞れたものとなるであ

ろう。

　主般としての働き手は依然として軽水炉であり、これには改造を施された多くの既

存プラン甑も含歳れる．軽水炉に取って替わ愚にはい海らないにしでも、液体金属冷

却頗はすでに導入憲れている擬ろう．そして、軽水炉とは異な蕎が、石炭，石油火力
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プラン》に比べて安価で環境的にも良好で多様な技術が撮供審れであろう．

　原子力発電の纂本的な必要姓は、電力需要の伸びや経済状態には無関係である。こ

れらはただ原子力発電の追加必要量に影響を与え巻だけであ番．軽量で高晶質の電気

自動車用バヅテリーの開発など今後30年間に起きる多くの同様な開発は電力需要を

増大霧せ番であろうが。一ゐ方でいくつかの環境問題のため化石燃料の使用が厳しく制

限憲れる可能牲があ番．

　将来は原子力とともにあ甑我々に課された挑戦はそれを適切に使いこなしてゆく

ことであ翫
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岨月9日（水）

セッション黛：

　　原子力産業の活力ある発展をめざして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［講演セッシ灘ン］313⑪～12：00

　原子力が濫ネルギー源の中核として安定的、経済的な供給をつづけていくために

は、原子力産業の活力あ巻発展が不可欠である。内外の原子力開発利用計画、輸出を

含めた市場動向等もにらみながら、先端技術とのインターフェースを考えあわせた原

子力産業の将来像を描き、産業としての技術的・経済的基盤の強化策をさぐる。
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アメリカにおけ番原子力発電の将来

米国原子力産業会議（A亙蟹〉

　理事長　c、ウ慰ルスキー

　現在，米国には運転可能な原子力発電所が豊⑪⑪慕あ甑これは世界全体で運転中

の原子力発電所の約三分の一遍認あ海巻．今後数年問甑約驚⑪暴の原子炉が新たに運

転を開始し、その時には米国の全電力の五：分の一は原子力でまかなわれ番ことになろ

う、米国の全発電電力量に禽め番原子力の割合は㌔フラン瓶スウ灘一デン㌔日本な

どの国に比べてそれ嶽ど大毒くないが篭その理由の一部としては米国には資源が豊：富

にあ轟のと原子力諮電計画をゆつく砂遊めていくことを選択した鑑とがあげられる．

とはいえ、米国の原子炉の総数は弛の国に比べてずばぬけて大人く，米国市場の大き

婁を示してい懲、

　濫の米国の原子力発電計画の急成長帳最近薪規原子炉発注ゼロの状態が続いてい

馨尭め、豊9霧O年代後半には停止してしまう論ろう、現在米国には余剰の発電設備

があ番ので、大量の薪規発電所の発注を行う前に、これらの余刺設備を働かせなけれ

ばならない．しかし嘱電力需要の伸び率が穏やかに推移したとして転　豊麟3⑪隼代

初あまでには。米国の追加発電設備容量は莫大にな両両あろう．米国の登電設備の規

模《約7億kWe）は非常に大きいので㌔訊問3％という穏やかな割合で電力需要が

増大するとして詠唱：分な予備率を維持す蒼ためには㌔記録化したユ描ッ恥や非経済

的なユ轟ヅ恥の取替え分を計算：に入れなくても、毎年約麓1暴もの大型プラント《1

⑪⑪万数W燈クラス）を発注しなければならない．この㌶とから，経済的に競合可能

な石油や天然ガスの供給が長期的には減少し。新規の水力開発ポテンシャルも比較的

小霞く、また石炭利用に対す番環境一上の懸念を考えると、米国における将来の原子：カ

プラン｝市場はすばらしいものであることが分かる。

　毒らに、最近の米国原子力産業会議の調査によると馬日本や醤一ロヅパにおけるよ

うに原子力発電所の建設についで好ましい条件のもとでは、且990年代の運開を予

定して発注凄れる薪しい原子力発電所は米国のほとんどすべての地域にある最も安価

な石炭火力発電所と非常に競合する繋あろう．原子力は石炭火力に比べで最：西部の

霧％安から南西部の26％安まで及ぶ．
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その間、米国の産業と政府は米国の技術の優位盤を維持しなければなら凱これに

よって米国の国内製造業は畢の国際市場においてり一ダーであ鯵続け薦にとが確保審

れる．この目的に向っ覧米国の巨大な技術蕪盤と産業インフラス寮ラクチ鵡アは他

所ではかなうものがないような大誕な優越性を発揮す番、米国には世舞最大の運転中

の原子炉集団《これらは運転・保守等のサーぱスが必要）があ甑窃らに科学技術人

材の大集団がい馨、霞らに米国敬尉は禽た海軍推避爾《現在。米国海軍は1＄7隻の

原子力潜水艦と且鯵隻の原子力水上艦を保有），宇欝用および陸上防衛用の小型炉の

建設計画を含め、篭れに関連す蕊藁：要な努力を続けている．

　審らに、米国政府は鵬問原子力発電炉に間して葬常に大規模な鷺翻）計画癒保持し

ており、政麻によつで嶽轟んどすべての国内計画についで予算カッ墾が擬案霞れでい

番にもかかわらず，菰のR戯1）計画はかな鯵の規模のものとして残薦であろう．

　全体とし覧米国の原子力産業は、今後とも原子力：黛野賢旛導的役蹴を維持し続け

ていくものと期待す愚．
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原子力産業慕盤強化への課題

く社）日本原子力産業会議

産業暴盤強化小委員会委員長

闘西電力㈱副社：長

　　　　飯　田　孝　三

　わが国の原子力産業毒凱原子力発電開発豊⑪年の歴史を経で、軽水炉発電の分野で

1概産業として自立野謹轟に至った．しか龍．ながら一方鮨軽水炉燃料サイクノ帆放射

性廃棄物処理処：㌫鋪O葺《燃料，高速増殖炉等の：分野の産業化は、これを国の目標と

して、引解続藷闘灘の綴進髪図葛必要があ蕎．原子：力産業はこれらの研究開発を積極

的に推進龍門腿発努力を櫨み醗ね番ことを通じて，将来の新しい産業暴騰を確立して

いく㌶とが望まれ箒．今後のエネルギー蜜定供給を下潮上で、原子力産業の果たす役

劉と責任は蛭藻い．鎖してこれを可能凝す番ためには，原子力産業が将来にわたって

その健全牲と活力を維持し続け薦～甑志が肝要であ甑このために講ずべき露盤強化の

課題と方策濾以下の通ゆと考えられ墨．

①　経済の低威長がつづくなかで、これまで年間勲藻程度であっ流原子力発電の開発

　規模は、今後の約残年問聴講の水準をかなゆ下團番と見通霞れ観それ以降黛⑪⑪0

　年頃襲職の開発規模は、年闘勲藻程度の現状水準のま蕊維移するものと予測霞れ

　；蕊．しかしながら㌔軽水蝉発電の格段の経済性向上が麟られ秘他電源に比しで相当

　の纒済的優位性などが確保憲れ墨ならば、将来これにくわえで黛年毎に愛慕導入す

　轟罵とも可能督あ巻と考えられる。

②　経済的優位性を確保す蕎ためには、電気事業者、原子：力供給乳業が協力しでプラ

　ン｝システムの合理化等によ為建設費の低減を図甑また、燃料サイクル費、運転

　維持費の低減の議か。利用率の向上等につとめ番ことが肝要であ巻。これを通じ

　で、発電ロス掛面で大輻な経済性の向上を達成していくことが可能となる。ま瓢

　この允めには，国は軽水蝉の安全な運転実績。研究開発の成果から得られ尭知見を

　反映して、実情に即し轍規鋼・墓準の合躍化を積極的に進めるべきである．

③軽水炉段階の技衛開雛は引港続藩電気事業者の主導のもとに原子力機器産業との

　連携によって選め楼がゼー・方，燃料サイクルの確立、高速増殖炉開発等の実用化の

　ための研究開発については主としで民間が中心となつで避め、国が強力かつ適切な

　支援を行噸う～ことが望趨れ器、なお、懸れに関連する国の研究開発予算について
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　は、とくに民間の意見を十分に反映し、効率的に活用すべきである、

④発注量の冷え込み等によつで、原子力機器産業においては、再投資能力の増大が

　期待し得ないこともあり㌔その研究開発機能の維持と自立化を図るためには、今後

　は研究開発契約等に際して、国およびユーザーの特別な配慮が必要である。

⑤今後は、産業歯面強化の観点からも暴礎研究の充実に努める必要があり、大学、

　研究機関の行う画論研究の強化を期待するとともに、民間も革新的技術の研究開発

　努力の一部として面隠的技術の範囲まで踏み込んで資金、人員糞投入することが考

　えられる、その際、国は税制改正等の描置を含めて投資環境の整備を進める必要が

　ある。

⑥鶯⑪⑪0年に至る軽水炉市場については、原子力供給産業のあり方も含めで検討

　を行ったが、その結果、原子炉メーカーは自己の経営努力によって対応せ潔るをえ

　ないとしても渇経営規模の比較的小さい原子力コンポー象ン恥・メーカーは、今後

　の市場変動の影響によっては原子力部門の沈滞化による品質保証能力の低下が憂慮

　され、場合によっては脱落、撤退が懸念される．したがって、これら企業の優れた

　技術の分散を防止す出ための配慮が必要餐あ番とともに、高品質を支えるための研

　究開発費が十分行嚢わた番よう配慮し、その技術力を維持しうる措置が必要であ

　る。

⑦勲0⑪⑪年以降において、その実用化が期待霞れ番長期的プロジ識ク》、新素材

　を用いた周辺技術等の革新的技術に取り組む研究開発に対しては、原子力機器産業

　相互の間で，適切な分担、共同等を行い効率化を図ることが重要である、

⑧国際協力1概原子力開発を円滑に進める上で鑑要であり、先進国との研究協力や

　核不拡散問題に関しての国際協調壱積概論に進める必要がある．謹たプラント輪出

　については。とくに初期段階から技術協力や人材養成などの協：カを認めでおくこと

　がその実現の尭めに重要であ甑毒らに二国間協定の締結、燃料の供給保証、金融

　保険などゼー・企業の努力を超える問題については、国と民間の役割を明確にし、相

　互の協力により環境を整備する必要がある、なお、原子力発電の定着に伴い，この

　分野での深い専門的知識と長年の経験をもつわが国の研究者，技術者は、この面に

　おいでも重要な役割を果すものと考えられ嶺。
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総合鷺勢門業と療子力

《糠）聞蹴製作断社擬：鷹磁勝蔑

　総書置機野業にたず滋わ為麿として．濫ネルギービジネス．縛に階子力の億麗

づけ艦隅隅．櫨分野ゐ⑳蘭遡癒ぼ麹舞禦し、原子力巌叢⑳例題点と将来展蜷鞍述

べ為。

　電機開業は灘力の艶麗鱗略解⑳応粥藩ζい欺難鷹範蹴蹴機・，電子襲贔鞍襲磯、販

糊す巻機灘野業響あ解．戴源プ弓ント畿中心掘する灘ネル藩一機羅蜘．事業の中

核釣製晶の一一つ響あ為。た躍最逝：野業繊鷺⑳嚢化から．畿駐〃ト灘瓢ックス．構

報灘業撫zの西郷が急歳畏してい為撫め、濫隼ル潔一機羅ビジネスの電機興業内

におけ都相対的ウ鵬イトが低減しつつあ為濫と：は下め糠い．

　しかし．遮ネルギー源⑳内野は．男子力のウ諜イトが漸増してお1，．灘！燈紀

に西門て、童：力蹴源の般麟薮撮す慧翫が期蒋下れてい輪．烈胃管：．わが野饗鳳二

子力難躍：が諜ネルギー・噺卑蕊リチィー確藻のために；縫蓼鯵鎌要物．経濟性⑳癒野

晦霜騎鶯あ鱗．媛四竃讐麗係各騨の櫨段の努力によ1，．螺子カプうントの開門の

ト箏プル畿克灘し、70鶉豊越える稼勤麟菱維持響藷嶺竃で安全性駄摺輻性懸向

上響紫驚こ激によ贔．豊のよう撫状況⑳癖下野：機灘叢におけ野選子力罪業⑳欝務

鞍鋸識し、干たビジネスとして健金に平野で謝嶺よう、篇1鷹紀へ向雛ての野冊

ヴィジ灘ン薮囎え養、

　鷹子力綜蜘識纂約型の鷺：大野凱テム門門り．肝臓噸櫨辮が要蹴刷れ薦、解析に

慧ンピ認～隅一藷武規撰に藩鋸灘し鰭めた巌叢櫨．鷹子力が最初野轟夢．嬰⑳門門

猟子力謙鱗慧一ドの発騰と簿購は．審分野懇の野晒藪切鱒かつ燃：驚麟に激んでい

・馨、響町にお雛為欝三隅配管レイアウト⑳CA蕉）一CA鷺翻ステム．知識工学⑳

応灘撫ぼ鑑蠕技講の活網鯛は勢い、霞艶翻勤化とか．翻蝋贈卜．響ン・饗シン・

イン蓼一フ濾イス鞍璽憎し驚欄御町笠懸潔．簾子力欝は灘鷹癒鑑雪平隅隅畢期に

活附す愚罵款によ夢．儒頼性．蜜金轡饗晦上す愚舞力駿続腰畷麟撫、機智の三顧

性に閣饗して．高塵の驚A、硫C奄鷺逮した、高麗撫按衛藪撮有し、技構藁：轡型

継縫野饗為⑳は、野禽蹴機騰業；の強瞭響あ為．

　練子力発鷹紘わが麟において輕水がの技衛灘入か桑囎麟繋臨が．国澱鍵用化、

審種⑳儒麟性向上．機羅敵伊野野薮行撫う認～藍によ夢．今や経済社金の串に定着

す為ように獄って野物．しかし癒が磁．門下：力難蹴⑳畏期窮磁響町綜何鷹か下方

縷醗畿余鱗噸く霊劇、愚逝の原漉価櫓の懲薄や円轟擁陶と：いう外蔀経濟綴境は、

経濟性向上の要求菱強め．癒子力立地の講難激黙に．将来の見瀬しを厳しい晦の

にしてい愚。

　霞焦環子力発電プうントは．翫薩醐鰭から糠醐に薫為讃饗1◎隼規模の長期閣

数要し、しか癒蹴爾段曙から畳濾にいだ為竃響⑳ソフト業務瀬極めて膨大であ番．

薮らに高魔技衛を維縛す為だめの醐発投資も考丸輪濫、投蜜灘収に長期間を要す
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るごとは他の電機製贔に比べて著しい特織であ為。従って総合織機灘業蕊しては、

プ圓ダクト義ックスのよう撫形でビジネス展開畿計らざ為をえ癒いが、適切かっ

平準化霊れた作業澱が墾蜜しい蜘の饗ある．

　軽水炉発電は定着した蕊は議え、今後奄経済性商上や賞荷嚢動への対応癒謹高

魔化が要求潔れており．霊らに豊1世紀に向噛ては高遼増殖蝉癒碁の囎発も必要

響ある．蜜たこれらを寛え為濃縮ボ再処理．プルト識ウム麹矯癒ど簾子燃料サイ

クルの確立淋急霧響ある、よの擬期釣には滋らに核融含煩款か灘電以外へ⑳櫨子

力利鰐の囎灘軸必要野あ蕊．畿うして灘業舞潔して今後勘資金隷人：翻豊i搬入し癒

け瓢ぱ癒ら撫いが．慕繋化蜜饗に大規横撫資盆激織期閥襲要す為麟舞醐発につい

ては、引鑛擁国羅資金によ為推遜豊期蒋す蕊．

　麟撫原：子力鳳徴界触に輪鵬帝翻瀞獄醗iで臨の鰯機鰻贔に此べて軸出が囲難獄点

懸闘題野あ鯵．外曲髄約要礪の解決へ陶か瀞ての努力が蟹竃劇蕊．

　嫌：子力藪灘難して雛。隼に糠為が．縄狸欝1椴紀に向瀞ての腰蜜叡行額う畿、

その環境濾：厳しいものがあ贔．しかし懸が曝．濫ネル夢一源⑳血力盆期緯謙劇為

原子力について．国の轟期謙繭に興鱒、灘力業界⑳強力癒御推燃に対応しつつ、

瓢ネルギー機羅盤紛魔業の申繊として．総合電機灘業嫉今後勧僧頼性の蕎い経済

的癒襲晶を閣鷺．設謝団．襲柞し．社金釣饗i務薮累1す努力豊鱗轟愛轟断存饗あ葛．練

子力産業会議に鰭藥霊翫驚3◎隼の麗史竈持つ原子力巌業の講難艶織捲し．発羅

霊せてゆくためにも、灘係各界の一瑠の御理解撫御支援壷蟹み撫い．

一40一



岨月9日（水）

セヅシ鑓ン3；

　　原子力開発と国際協カー一慧1世紀への展望

［パ象ル討論セヅシ惣ンコ最邸3⑪～盤：00

　新しい情勢のもとで、将来の原子力開発利用を進展させ、かつ研究開発の効率的な

推進を図っていく上で，国際協力の重要性がますます増大しつつある．本セッシ黛ン

では、高速増殖炉、核融合、中小型炉、ロボヅ』新素材等の開発を今後も推し進め

ていくために、麓豊世紀を見通した原子力開発における国際協力のあるべき姿を展望

し，先進国、発展途上国および国際機闘のそれぞれの果たすべき役割、さらにはその

相互関係のあり方について討論する、
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原子力国際協力の意義一一一回顧と展望

東京大学名誉教授

　大　農　恵　一

　原子力エネルギーの平和利用開発が世界で緒について以来，今日，3⑪有余年撫

経過した．この30年間において，原子力開発は実用化に成功し，その利用は先進

各国で定着なみている。現在，世界における総発電電力最の約盈5％を原子力発電

が供給し，ま洗先進各国の中でも，フランスは原子力発電シェア6暮％濡すでに達

成隻わが国でも電力供給の鷲5％な原子力発電で賄うところまで嚢ている。

　この事実は，世界のエネルギ～需給にとって極めて重要な意義をもつ．原子力エ

ネルギーは脱資源型のいわは技術エネルギーであり，これはその開発と取り纏んで

誕たわれわれ人類の英知と西面力の勝利である。しかし，この勝利は国際協力を抜

誌にしては考えられないことであっ凝。貫騒さ隷奪箕鴛二品ヨ，米国のアイ㌦瞭ンハ

ワー大統領が第難嗣国連総会でrアトムズ・フォア・ピース』演説凝行い，これが

平翻利用を醤的とし掩原子力関発における国際協力の糞つかけと蹴っ海ことは周矢匡1

のとおりであ甑このアイゼンハワー提案を受けて蓋騒δ雛年鯵月に開かれ艶国連

の劇評圓ジ撒ネーブ会議で，これ讃で繍密のべ～ルに楓まれてい灘原子力技術が公

表志れ，原子力国際協力の幕明けと獄っ叛、わが国のよう癩資源のない国が，技衛

力を得ればエネルギー資源国にも剥れるという事実凝，原子力国際協力の歴史が証

明しているわけで，エネルギーが無いことほど高価につくことはない，との教講薮

苦いほど味わっているわれわれにと：って原子力は将来への大嚢獄期待である。

　では窯璽世紀を見通し撫上で，これからの原子力開発における国際協力は潔うあ

るべきかをここで考えてみだい．先進各国における原子力発電がすでに定着しつつ

あるのに対し，発展途上国での定着化はまだま凝先のことといわ潔るをえないが，

多くの発展途上国が平掬利用目的の原子力開発と績極的に取鯵組む意欲をもってい

るのを見るに際し，その開発に協力していくのは先乱国の果だすべ羅責務でもある。

その際，安全性の確立㌻核不拡散体制の確保，先進国ヲ途上国間の技衛移転の問題
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をどのように調整し，まだ共通の利益を求めるか，ということが重要である。

　発展途上国が原子力発電を導入していく庵めにはタ確固だる経済㌘社会基盤の確

立，すなわちインフラストラクチャーの整備が必要となる。その確立の一助として，

わが国はアジア地域凝中心にご1れまでに国際協力凝強力に推遜して講ている。豆A

鷺A（国際原子力機閣）・RCA（アジア原子力地域協力協定）プロジ濫クトへの

協力，原産が窓口となって逢めている韓蟹，中国，インド率シア等との原子力協ニカ

な豊ぎは，その一鯛である、

　：2蓋世紀を欝指し炬原子力開発では，F露R，核融合壌謹，灘型炉あるいは先端

技衛の開発等の多額の資金と騎問，および勢分野の人材姦必要とする。今ほの世騨

魯国の経済的・政治的情勢のもとで慧盈世紀の原子力聞発螢着実に燃めていくには，

核軍縮・核不拡散凝基本的獄理念とするrア恥ムズ・フ愛ア・ピース』の崇高な精

神を今…度思いおこし，先逢国，発展途上国を問わず，世罪共灘の昌標癒かかげ撫

欝⑭年前当蒔に立ちかえり，原子力の持つ懸期的なエ皐ルギーな人類の幸福と福祉

の海めに分かち合う努力を再確認することが重要である。

　その撫めには，原子力関係分野は裾野が広く，その技術は国際協力によって培わ

れ，洗練されるという事実認識凝踏まえ，先進国，途上国，それに国際機閣が原子

力国際協力において，協力の目的を十分に理解，合蕊し，それぞれの果撫すべ潔将

来の役割数明確に打ち出して鎌世紀に向けての国際協力のフレームワークづく妙

が必要である。
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議長、講演者、パネリストの紹介



開会セツシ欝ン

　　　　　（議長）帯麟外㈱既
二大こil三3年8弄ヨ31日生　 驚顔髄県ヒ封身

曙和14年　東京大藩法綾部法律学科卒

　　5畔　東京電力㈱社長

　　59年～岡三会長

その他役職：経済審議会委貴，原子力黍

　鱗会参与，国家公安委員会委員，総禽

　丁ネルギー綱査会委員，田本築三銀行

　参与，経済企画庁参与，篭気事業連合

　会会長（52…’59年），経済団体連禽会副会

　長，田中協会副会長，動力炉・核燃料

　開発事業団顧問，エネルギー総合推進

　委員会姜員長，石油公団顧問

　　　　　　！嬢

　　　　　　　　　　鞭

　　　　　　　　　騨論
　　　　　　　　　鱗’

翻醒
　　　　　　　　　圓城欝　次　郎既

明治40年轟月3学生　千葉県出身
昭和8年　　一早稲田大学政治経済単部卒

　　43年㈱臼本経済新聞社社長

　　51年　同社会長

　　55年一同社顧問

その飽役職：石油審議会会長，中央社会

　保険医療協議会会長，経済審議会会長，

　総合エネルギー調査会委員，臨時行政

　調査会委員，塵業構造審議会委員，経

　済企画庁参与，日本開発銀行参与，㈱

　市況情報センター梢談役，東京証券取

　引所理事，投資亭亭協会理事

〆
薪

騰矯

騰磁

ボ
　　　　　　　　　腐　灘　廣　磁騰

明治29年2月16麟生　高矢喋出身

大薦1陣　東東大学経済学部灘

昭和20難　東京大学教授

　　31年　原畢力餐曇会委員

　　34年　法政大掌総長

　48年～美本原子力産業会議金長

その他役職：総合エネルギ…調査余委員

　麓業構造審議会倭鰻，外資謡講会瓜蝿

　経済企画庁参与，闘本労働協会評議員

　学士会理事長，臓：本学士院院長，闘中

　人文祉会科学交流協会会長，社会経済

　圏民会議議長

　　　　　　　　　河　野　澤　懇懇

昭和12年1月15日生　神奈川県鵬身

　　34年遅早稲田大学政経学部卒

　　　　　米国スタンフォード大学留学

　　37年㈱ニチリョウ社長
　　　　㈱ラジオ関東取締役
　　42年～衆議院議員

　　47年　交部政務次嘗

　　5i年　新自由クラブ代表

　　60年～科学技術庁叢官・原子力委員

　　　　　長

一一 S7一一

特　別　講　演

　　　　　（議樹　池　浦　：欝羅郎騰

火∫鷺5年4月2旧生　東京都出身
昭和1碗三東京大学法学部法律：ご…鉾科挙

　　1緯㈱田本興業銀行入行
　　29年　岡行業務部次長

　　32年　闘行資金部次長

　　35年　同行経理部長
　　37爺　　岡そ離離虫資第鷺音［～長

　　39年　　『司そ予羅文締そ隻（名識鰹支店長）

　　40年　岡行常務取締役

　　48年　闘行副i頂取

　　50年　同行頭厳
　　59年一一「司考予会長

　　　　　　　　　囲．ジ闘ンソン筑

陽22年7月2田　シカゴ生
1947年．シカゴ大学文学修i士

1955年　マサチューセッツ工科大学（Ml

　　　T）経営学准教授，後に教授，学

　　　　部長，学長，理事長を歴任
1983年～MIT名誉ヨ…難事長

これまで科学技術政策に関し歴代大統領

に影響を与える。労働，教育問題等の大

統領特別委員，科学技術・教育関係の委

員，役員，ボストン連邦銀行会長，美術

館理事長，民間企業役員，主要大学視察

委員長など幅広く活動。
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　　　　　　　　　　∪灘麗ン求民

1927年　イタリアのリボルノ生
1950年　　ノマヒア大学イヒ学寸蕪蜂士号

1950一一78年　モンテカティー二（現存の

　モンテディソン）社て研究開発部長，

　周担詣理事，戦略計画担当理事を歴任

1965年　シュノア大学工業化学教授

1972年　OECD科学技術政策委員長

1979年～イタリア原子力甕員会（現イタ

　リア原子力代替エネルギー研究開発委

　員会）委員長

その他役職：圓連科学技術開発諮問委員

　会委員長：，圓一一マクラフ会員

　　　　　　　　　蒋　　心　　雄既

｝93［年　　中1薫］濠斤！二に省興累（現胡州帯〉生

1952年　天津南開大学機械工業学科卒

　　　　黒龍、工省鶏戴炭鉱機械工場勤務

1959年　核工業部農縮ウラン工場に勤務，

　　　技師，職場主任，副工場長，工

　　　場長およひ高級技師を歴任
｝982年　　率亥工業部三音呂長

1983年～核工業部畏（原子力工業大臣）

セツシ欝ン1

大正3年｝月1闘生
昭和13年

　　13年

　　26無

　　3眸
　　32年

　　37年

　　39年

　　43年

　　49年

　　53年

　　58年～電原開発㈱総裁

191嘩
1946年

1950年

196陣

　　　　二黒織鼓
　　　饗
　　蕊
　　　　　　　スミ

1撫購
｝窯凱瀞
　　　　　　　し　　　　　　

Ll騰乏
　（議慢）　門　醐　騰：灘拭i

　　　　　熊本県出身

東京大学法学部法律学潤卒

東京電灯㈱入社

東京電力㈱引継入社

同社，工戸川支社長

岡祉営業部料金課長

同社営業部長代理

同社群亀支店長

岡社取締役，営業部長
償】ネヒ常務取締そタと

岡社副社長

　　　　　　＄瓢クルント騰

スウェーヲン，キルツ生

ウプサラ大学て理学博士塔（原

了物理学〉，スウ」：一テン王立工

科大掌助教授

ABアトムエネルギー社研究部
長，のち原子炉開発部畏

国際原子力機関（IAEA＞事務総長，

5期20年間務める

1981年～1AEA名誉事務総長

　スウェーデン科学アカデミー，丁田ア

　カテミー会員。世界の著名な大学から

　多くの名轡博士暑。受賞多数

一婆8一

護嫉

藁

舞

＼

難“
幾

。ルノン既

1940年生

1961年　エコールポリテクニーク卒
1965年　　ノマリ国立金広業人学　（エ：コーノレト

　　　　ミネテパリ）卒，

　　　高等石油学院卒，

　　　　パリ大学経済学修土号取得

1965年　フランス工業省入省

1975年　岡山エネルギー資，原総局副局長

1979年　フランス。カス公社副総1裁

1981年　エネルキ～間題大統領技術顧問

1982年　フランス原子力庁（C蕉A）副長官
1983年’一心∫穿長「嘗

魅誌

　　　　　　　　　向　墳　　　隆筑

大正6年3月24日生　福岡県幽身

昭和口年　東京大学工学部濾用化掌科摩

　　22年　圃助教授

　　29年　在米火影館科学アタッシェ

　　34年　東京大学教授
　　52年　東京：大：学学長

　　56年～原子力讃員会委員長代理

その他役職　麿業技術審議会会長，銅中

　協会副会長，絹米科学協力委員会議長，

　臼中友好21世紀委員会委員，臼中民間

　人会議潤本側代表，闘英2000年委員会

　委員，繭本工業教育協会会長



　　　　　（議長）　藤　　崎　　　　欝欝

大正6年5月1日生　鹿児島県出身
昭和16年　東京大学法学部政治学科卒

　　17年　住友鉱業㈱（現住友金属鉱山

　　　　　㈱）入社

　　39年　同祉管理部長

　　44年　同社取締役・営業部長

　　45年　同社常務取締役

　　48年　同社社長

　　58年～1司社会長

その他役職：経済岡友会幹事，経済団体

　連合会常任理事，深海底鉱物資源開発

　協会会長

　　　　　　　　　　　　」．グレイ疑

［922年4月13鼠　米ローードアイランド生

1943年　ロードアイランド大学卒（化学

　　　　工学士），WH社／GE社研究技

　　　　師，設計技師

　その後海軍原子力資材担当官，サバン

　ナリバー計画技術部長，シッピングポ

　ート原発部長，NUS＝］一ポレーション

　会長兼社長，各種機関の顧問を歴任

現在：IEAL会長、　ERCインターナショナ

　ル社社長他
その他役職：米国大娠洋協議会副会長，

　世界エネルギー会議米国委員会理事

　　　　　　　　　H．K．シ濫一パー筑

1923年　米国ボストン生

［950年　エール火学法学部卒，米国原子

　　　　力委員会（AEC）勤務

　その後，A礁Cの許認可’・規制局次長，原

　子炉および核物質の許認可，規制，省

　令，原子力輸出入，国際協定，原子力

　保険賠償に関する法律・政策顧問

1982年～0旺CD・NEA事務局長

　米圏法学会会長，国際原子力法協会会

長を歴任。科学技術の影響，原子力と環

境法，国際原子力法と原子力規制に関す

る著書，講演多数

一49一

　　　　　（議畏）　箱　川　穴　郎既

大正14年日月5難生　東京都出身

昭和23年　東京大学工学部卒，工学博士
　　23年　　運車命省，　臼本国有金失職勤務

　　30年　鹿島建設㈱取締役

　　53年　同社社長

　　59年～同社会長
そ（フつ他そ≦乏耳哉：　Eヨ本青年会言難所会頭　 （35年

　度），経済欄友開門代表幹事，経団連常

　任理事，日本建設業団体連合会会長，

　日本プロジェクト産業協議会副会長，

　国土審議会，運輸政策審議会，経済審

　議会，産業構造審議会等各委員

　　　　　　　　　　　　職．カール既

1930年3月9日　パリ生
　エコール・ポリテクニークおよびパリ

　鉱山大学卒

1957～76年　フランス原子力庁（CEA）

’64年原子炉建設部長，’71年原子炉建設

　局長，’72年テクニカトム；社長

ig76年～現在　フランス電力庁（EDF）

’76年施設建設局局長補佐，’77年発送電

　局局長補佐，原子力・火力発電部長，

’79年運営総局理事，’82年副総裁

その他役職：NERSA理事，　GEA理事，

　UNlPεDE原子力発電研究委員会委員長



　　　　　　　H－Hハウンシルド践

1928年　ヘルリン生

1946一嚇5年　ヘルリン大学と米国の大難

　　　　て法難を研二究，裁判所に勤務

1955年　連邦経済協力省

［957年　連邦原ぞ力省国際部

1962年　ユーラトム研究計画課長
196ア年　　 〕璽妻≡区不離・掌石汗究省国匿祭協プコ言果長

1970年　連邦教育科学省国際協力課長

1972年　連邦研究技術省次官

その他役職．ユーリツヒ原研管理委員会

　委員長，トイツ航空宇宙研究機関評議

　員長，IAEA政府代表団団長

　　　　　　　　　　麟レウンソン騰

1923鋒【月4潤　ミネソタ州生

旧43年　ミネソタ大学化欝欝掌学上

ig48年　アル繭ンヌ国立研究所

　　高速実験炉EBR－IIと岡燃料サイク

　　ル施設の部長等

1913年　電力研究所原写力発電部長

1981年～ヘクテルパワー一社欝欝技師（社

　　　　長技術顧問）

その他活動：全米工学アカデミー会員，

　アメリカ化学技師協会特別会員，アメ

　リカ原子力掌会特別会員，前会長，原

　子力事故評価について所見発表

セツシ欝ン窯

　　　　　　　　　　論
　　　　　（議畏）飯　田　庸太郎氏

大正9年2月25ピヨ生　 並三重県出身

昭和［8｛ギ　東京大学工学部機械」二懇懇卒

　　18年　三菱璽工業㈱入杜

　　48年　岡社原勤機事業本部原動機第

　　　　　一技術部長

　　52年　圓社取締役，原動機事業本部

　　　　　副事業本部長

　　56年　同社常務取締役，原動機事業

　　　　　本部長

　　58驚　同祉副祉長，原動機事業本部

　　　　　長

　　60年一陶三社良

難・

騨響灘
　　　　　　繍礁．

　　　　　　　　　（）ウオルスや一三

｝922年6月2聞　欝欝シアトル生
1951ゴ墨　　：コーネノレ大学て博土号　（王難轟翁物

　　　　岬掌）取得

　その後，ロスァラモス研究所理論物選

　部次長，米国原子力委員会（AEC）祥シ

　．■ネーフ核実験禁止会議米代表団蚕任

　補佐嘗，駐英AEC科学代表

1963年　在パリNATOおよひOECD科斗ア

　　　　タッシ：瓢

1966年　米国防総省原子力掲嶺補佐官

　　　　（A騰Gとの連絡委員長）

1973年～米国原剛力産業会議理事長

一50一

大工臣年4月23臼生

昭和2i年

　　22年

　　26年

　　38年

　　41年

　　43年

　　47年

　　54年

　　　　飯　田　毒　鑑民

　　　　　京都府出身

東京大学工学部電気工学科卒

関蝕配電㈱人社

関繭電力㈱引継入社

同祉工務部水力課長

陶社北陸支社長

岡社工務部長

闇汁取締役，二L務室担当

岡社専務取締役

　　58年’一圓社副社長

その他役職　大阪科掌技術センタ…食長，

　総合瓢ネルキー調査会臨時委員

　　　　　　　　　罵　田　勝　驚騰

大丑；13年4月6田生　東京都出身

昭和24年　東京大熱電気よ学科卒

　　24年㈱臼立製作所人社

　　33年　米G鷺社パワーシステムエン

　　　　　シニアリンクコースに留学

　　44年㈱戴立製作所大みか∬場計算
　　　　　制御部長

　　46年　岡社大みか工場長

　　46年　岡社神奈川工場長

　　50年　岡社取締役

　　55年　同社副社長
　　56年一一「司社社長
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大正12年7月28臼生　栃木県出身

昭和19年　東京商科大学専門部卒

　　23年　計理土開業

　　26年　税理士開業

　　30年　栃木県議会議員当選

　　38年　衆議院議員当選

　以後，45年農林政務次官，46年自民党

　農林部会長，49年自照党副幹事長：，51

　年衆議院内閣委員長，51年厚生大澤，

　53年農林水産大臣，55年大蔵大販，58

　年酒笠田幹事長代礫等を歴仔

　　60年～通商巌業大臣

　　　　　　　　　駈　井　　　勲既

大正8年9月2日生　山梨県出身
日召和1ア年　大東文化総懸卒（漢文学）

　　22年　　山梨県立富、兵中学校教頭

　その後高校教諭，東京八王子布教育委

　員会指導主事，都立小学校教諭（28～

　42年），大東文化大学文学部講師，同

　大学幼少教育研究所長（45～59年）

現在　　　松下政経塾専門講師

　石井方式漢字の早教育を提唱。石井式

　教育研究所を設立し自ら幼児の指導と

　指導法の研究を行う。石井式漢字教育

　革命，漢掌による才能開発等の著書。

セッシ灘ン3

　　　　　（議長）村　韻　　　離離

大正4年3月io日生　長：崎県出身

昭和12年　旅順工科大学機械工学科卒

　　　　　南満州鉄適㈱入社

　　31年　駐英科学アタッシ丁

　　39年　科学技術庁原子難局艮

　　42年　動燃事業団理事

　　43年　艮本原子力研究所副理事長

　　53年　岡理事長

　　56年～原子力安全研究協会理事長

その他役職　原研顧問，日本原子力産業

　会議副会長，同国際協力センター軍営

　委員長，放射線安全技術センター一理事長

　
一一 穐

覇

　　　織

講　　
磯

　　　　　　　　　大　鳥　葱　一驚

大正10年［月臣El生　本籍東京都

昭和19年　東京大学工学部応用化掌科卒

　　33年　第2回原子力平和利用国際会

　　　　　議日本政府代表顧間

　　34年　東大より工学博士号取得

　　36年差東大工掌部教授

　　49年　OECD科学技術工業局長

現　在　東大名誉教授，工業開発研究所

　　　　副理事長，㈱テクノハ会長

その他　科学技術庁参与，総理府対外経

　済協力委員会委員，通産省産業技術審

　議会委員，総合エネルギー調査会委員

51一

　　　　　　　　　　Mジフ濫レ翻既

1952年　ローマ大学化学利を優等て卒，

　　　　大学院て放射化学等を研究
1957年　　イブ＋原rFプ」委員会（A［三C）‘ご蓼力矛努

1960年　甑一ロケミック理事
1963年　　fサA［…．C二］〔二業イヒ学言果長

1972年　伊AEC核燃料サイクル部長
1974年　　イラ｝AEC」ヒ級顧問

1980年一一国ド祭原；ヨ乱プ」機関（IAEA）事務次長

　　　　兼研究アイソトープ局長

その他酒動：ローマ大学核化学講師（1960

　～80年），ヨーロッパ保障措置研究開発

　協会会長（1973年一一）

　　　　　　　　　」塾グ淵求ン野践

1939年7月2旧　ロントン生
1960年　エール大学（文学士）卒後，

　　　　国務省入省

1964年　駐サイ講ン大使館二等書記窟

1968年　ヘトナム和平会談（於パリ）米

　　　　国代団団団員

1970年　国家安全保障会議スタッフ

［975年　駐サロニカ（キリシア）総領事

1977年　海洋角業問題担当次官補代理

198｝年　駐ホンジュラス大使

1985年　　，毎洋・国際環境・利学問題担当

　　　　次官補



　　　　　　　H，ウイり罰スマルト既

1935年2月5日　インドネシア生
学歴：

1959年　バンドン工科大学機械工学科卒

1963年　米国ケンタッキー大学冶金工学
　　　　不斗イ1多士言果零呈卒

1973年　米国ケンタッキー大学で博士丹

　　　　G台金：科学）

職歴：

1959年～バンドン工科大学材料科学教授

1985年～技術評価応用庁次欝

【978年～ヌルタニオ（航空機製造会社）

　　　　社長顧問（材料分野担当）

　　　　　　　　　H．フレーヴァー氏

［927年生

一一 @カールスルー工工科大学卒
1956年　米国コロンビア大学より博士号

　　　　（理工学）取得

1958年　ジーメンス社入社（原子炉開発

　　　　部長）

ig69年　クラフトベルクユニオン（KWU）

　　　　社発足と同時に筆頭副社長

その他役職：種々の原子力会社顧問，燃

　料サイクル関連子会社会長，ブラジル

　のNUCLEN　NUCL巴Pおよびアルゼン

　チンのENACEの副会長

　　　　　　　　　鵬　　得　　賢疑

1929年8月　　漸江省繕雲県生

1952年　武漢大学電気機械科卒

　　　　湖爾大学に助手として勤務

1954年　冊スクワ勤：力学院研究生

1959年　中国原畢力研究所補助研究員

1965年　北京原子炉工学研究設計院の主

　　　　任技師，研究室主任，嵩級技師

　　　　を歴任

1982年　同院常務副院長

1983年～「司院院長

一52一



“祝”第19回原産年次大会

　わが国における原子力発電の

　信頼性，経済性の一層の

　　向上に貢献するため

原子燃料加工事業者は今日も……

　　一原子燃料加工を支える一

日本ニユクリア◎フユエル株式会社

三菱原子燃料株式会社
原子燃料工業株式会社
日本核燃料コンバージョン株式会社
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原子力エネルギーの未来に貢献する

TECの総合エンジニアリング技術
TE℃のエンジニアリングサービス

　　　　　O原子力発電所・核燃料サイクル施設

　　　　　○原子力発電BOPエンジニアリング

　　　　　●放射性廃棄物処理エンジニアリング

雛難・濃舗処理・転換エンジコリング

　　　　　●原子力セフティーエンジニアリング

　　　　　○原子力コンサルティングサービス

　　　　　Oコンピューター利用技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルトニウム転換技術開発施設

　　　　　　　　　　　＠索洋エンンニア■アz難

山　　社：〒100東京都千代田区霞が関3丁目2－5霞が関ヒシレTELO3（581）6311（代表）
原予力事業本部：〒273千葉県船橋市本町7丁目7－1船橋ツインビル　TELO474（25）1161（代表）

1重露原筆勃

翰送⑬建設6保全

。

　　　これらにかかわる

企画研究、計画、設計、

　　　　　　製作まで

π始敢yρ〃＆0κノ

命蹴黄灘謄社
　　　　本社／〒108東京都港区三田1－4－28（三田国際ビル）

　　　　TEL（03＞454－3911（大代表）FAX，（03）453－1858



第19回原産年次大会

　　日本原子力産業会議創立30周年記念

軽水炉技術高度化国際会議

　　　社団法人　日本原子力産業会議・会員

　　　　　　　　（五十音順）
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第19回原産年次大会

スペースに挑む

　　　　　株式　社

△藷ホ建設
　　　　民望嚇役脹青木宏悦

　　社0〒531大阪市大淀区大淀南1－4－15　TELO6（458＞585｝（大代表）
東京本社㊤〒150東京都渋谷区渋谷2－i7－3　TELO3（407＞8511（大代表）
　　店O札幌／仙台／東京／横浜／名古屋／京都／大阪／神戸／四国／広島／福岡

　　　　台北／香港／マカオ／シンガポール／ブルネイ／ボルチモア・ワシントン／ドミニカ

　　　　パナマ／上海／サンパウロ

技術と誠慧ぞ宋来を築く一

安藤建設
取締役社長藤田 晋

東京都港区芝浦3－12－8〒108TEL（457）Olll
支店札幌・仙台・横浜・静岡・名古屋・大阪・広島・九州

明日を築く

O技術本部

＠

TEGHNICAL　DIVISION

株武会社

奥鞘組
取締役社長奥村俊夫
●原子力室NUCLEAR　POWER　DEPARTMEiNT

　〒107東京都港区赤坂4－1－27（豊産ビル9F）TEL（03＞585－4871

0技術研究所TECHNICAL　RESEARCH　INSTITUTE
　苧559大阪市住之江区浜口西3－5－8TEL（06お78－1771

●筑波研究所TSUKUBA　RESEARCH　INSTITUlrE
〒300－33茨城県筑波郡大穂町大字大嵐字須賀387TEL（0298）65－1521

技術と英知で確かな明日を創る一総合建設業熊谷組

　　　　取締役社長　熊谷太一郎

本社〒162東京都新宿区津久戸町17－1費03（260）2111
支　　店　札幌・仙台・毅潟・北関東・東京・横浜・名古屋・北陸・

　　　大阪・広島・四国・福岡・那覇・豊川工場・香港・東南ア

　　　ジア・中近東・豪州・北京

輝かしき伝統磨かれた技術

㊥株式会社鴻

取締役社長

組
題

　
　
一

也
池
、
、
ノ
鴻

本社。大阪本店　大阪市東区北久宝寺町4丁目27番地

　　　　　電話06（244）3　5　0　0
東　京　本店　東京都千代田区神田駿河台2丁目3番地11

　　　　　電　話　 03（296）7　　7　　G　　Q
支　　　　店　名古屋・広島・山陰・四国・福岡・南九州

　　　　　神戸・京都・北陸・仙台・北海道・横浜・沖縄

　　　　　　豊かな環境を創造する

禽五洋建設湿式会社

取締役社長 水野廉平

本社／東京都文京区後楽2丁目2番8号〒l12　TEL（03）81・6－7111
支店／札幌・仙台・東京・横浜・北陸・名古屋・大阪・中国・四国・福岡・南九州

建設で創造する豊かな人間社会

　　エンジニアリング＆コンストラクション

働佐藤工業
取締役社長佐藤欣治

東京都中央区日本橋本町4－8㌣103TEL（03）66H231

未来の環境を創る。　　総合建設エンジニア
III川1111照闘111111闇1【旧II川IIIIIIIII間1川IIIII川llllllllll川1鼎剛IIIII田1旧i田lllllllけrlr湘11旧r川Ill目ll

舗
石

守
勢

取締役社長　白石　孝誼

本社　東京都千代田区神田岩本町1番地14蝕03（253）9111㈹



日本原子力産業会議創立30周年記念

軽水炉技術高度化国際会議
祉団法人　日本原子力産業会議・会員伍＋音順）
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　　　限りない未来への挑戦

㊧大日本土木
　　　　取締役会長安田梅吉
　　　　取締役社長田口栄
　本　　店岐阜甫宇佐南1丁目6番8号費0582－72－314【
　東京本社　東京都新宿区市谷田町2の35　費03－268－5511

　支　　店　札幌・仙台・東京・横浜・名古屋・大阪・広島・九州

入間の環境を豊かにするヒューマナイザー

東急建設秣武会社
　　　取締役社長柳田盈文

東京都渋谷区渋谷1丁目16番14号

〒【50智406一一5111（大代表）

　　技術。歴史への約榮。

⑨飛臨建設株式盆社

取締役社長飛島　章

本社／東京都千代田区三番町2番地　TEL　O3（263）3151
支店／札幌・仙台・東京・横浜・名古屋・北陸・大阪・広島・四国・福岡

明日をささえる

㊥ 急信建設
社長　柴　田　　平

〒105東京都港区虎ノ門i丁目20番lO号

　　　　TELO3（502）0211（大代表）

　　　　あこがれを築く

㊤間組
代表取締役社長本田　茂

〒107東京都港区北青山2丁目5番8号獄（03）405一目ll

　　　　　　髄

先端技術と建設をむすぶフiジヲ工業

　　　　　　　取締役社長　　藤田一暁
〒151東京都渋谷区千駄ヶ谷4－6－15tel（03）402－191！

⑳前田漣澱語彙
代表取締役社長前田顯治

〒102東京都千代田区富士見2丁目10番26号

　　　費03（265）555i（大代表）

　　　　21世紀へのかけ橋

⑨三井建設
　　　　代表取締役社長町田良治

〒101東京都千代田区岩本町3－10－1
　　鶯東京（03）864－3456（番号案内）
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原子力発電所工事20有余年のキャリヤーと創業以来

磨かれた総合技術力を奉仕する。

○電気機器据付組立工事

○計測制御工事

。電気配管配線工事

○ページング・電子通信工事

○照明・動力工事

○空調・給排水工事

○変電工事

○地中管路書道工事

○防災工事

自離開電：＝
原子力部　東京都文京区湯島4－1－18　Ll（03）812－5111（大代表）

　福島総合事務所　福島県双葉郡楢葉町（0240）25－2477

　新潟工事事務所　新潟県柏崎市青山町（0257）45－2987
　東海工事事務所　茨城県那珂郡東海村（0292）82－8415

　敦賀工事事務所　福井県敦賀市明神町（0770）26－1262

伽伽澱辮撚膨灘灘灘吻鼎鼎雌幽灘滞艦瀦一耀灘灘聯灘躍灘卿㈹㈱㈱伽礎灘伽灘灘灘岬灘灘灘伽伽囎伽一卿～～

事繋内容
内航海離業・港湾遅細細繋

自動車遡選取搬漿・建設業

　　　　通関繋・倉庫業

壷金海運株式会社
　　　　　　　　　　　　代表取締役会長　與謝野　　　健

　　　　　　　　　　　　代表取締役社長松阪廣一

　　　　　　　　　本社大阪市東区北浜5丁目22番地住友ヒル第2号館
　　　　　　　　　　　　　　TEL　O6－220－9201
　　　　　　　　　本社（東京）東京都千代田区丸の内1丁目4番5号　永楽ヒル
　　　　　　　　　　　　　　T　E　L　　O3－215－3　8　1　1

　　　　　　　　　　支店・営業所　札幌・鹿島・横浜・大阪桜島・堺・和歌山・海南

　　　　　　　　　　　　　　　尼崎・神戸・倉敷・高松・北九州・博多・沖縄

吻　〃吻ち灘離耀灘鰯吻灘撒開門帰一灘吻一州辮㎜園山欄間磁一一撒灘闇闇膨伽一一謝卿翻灘一一㎜撚伽卿伽灘灘幽瀞伽一戦一一一一辮撒一一耀粥伽



第19回原産年次大会
証本原子力産業会議創立30周年記念

軽水炉技術高度化国際会議

［埜璽肇講設墾塑コ

　　　　　　　　　㊧

九州電気工事株式会社
　　　　　取締役社長開　克敏

　〒810福岡市南区那の川1丁目23－35管（092）523－1231

　　　　　　　　　　④

四圃嘩気圏箏柚式窪：杜

　　　　取締役社長高橋滋夫

本店　〒760高松市松島町1丁目11番22号舩（0878）34－1111

　　　　　　　　　㊤

東海電気工事株式会社
　　　取締役社長　井上丈太郎

本社／名古屋市中区栄1－20－31⑰460費（052）221－1111

支社／名古屋・岡崎・静岡・津・岐阜・長野・飯田・東京・大阪

骨離闇電工

　　　取締役社長西尾祥雄

〒113東京都文京区湯島4－1－18倣（03）812－5111

近畿電氣エ率秣夫會牡

　　　　取締役社長若山　繁

大阪市大淀区本庄東2丁目3番41号〒531容06（375）6000

　　　　　　　　　＠

中国電気工事株式会社

　　　取締役社長矢田貝俊也

本店：広島市西区上天満町1－15豊（082）291－7411

　　　　　　　　　曾

東北電気工事株式会社
　　　　　　聴役鍛臼井秀吉
　　　　　　取締役社長松屋彰
本社　仙台市一番町二丁目6番21号電話仙台（0222）22－3191（大代表）

支社　札幌・膏森・岩手・秋田・宮城・山形・福島・新潟・東京
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鍔u暉開
〔妄i『と圏〔亘『［＠目〔璽信頼と技1栢でのびる富士電機工事

確
か
な
技
術
で
世
界
へ
伸
び
る
i

2雌紀に向けて、めざましく技術革新が進むいま。

大きな夢をひとつひとつ実らせるのが確かな技術

です。この、時代が求める多様なニーズに応えて、

着実な歩みを続ける富士電機工事。活躍の場は広

く海外にまでおよび、原子力、火力、水力発電か

ら各種プラント設備、計装設備、水処理設備、電

子制御応用設備、ビル設備まで、多彩な分野に確

かな技術力を発揮しています。

明日を見つめて世界に伸びる、信頼と技術の富士

電機工事です。

多様なニーズに応える営業一転

　◎水力・火力・原子力発変電設備

　◎一一般工業プラント設備　○計装設備

　◎水処理設備　●ビル設備

　◎自動制御装置の企画・設計・施工・製作

富士電機工事株式会社
本　　社　〒230横浜市鶴見区平安町1－29・一1

　　　費（045＞509－2271（ダイヤルイン案内台）

東京支店〒104東京都中央区八丁堀2－6一！
　　　（日本生命東八重洲ビル〉費（03）552一一9781（代）

事業所東北・北陸・新潟・千葉・鹿島・横浜・名古屋

　　　大阪・神戸・四国・中国・広島・福山・山口・

　　　北九州・福岡・大分・沖縄

原子力発電所建設・保証工事並電気計装工事

日本建設工業株式会社
取締役社長大島 藤

本　　 社〒105東京都港区新橋5丁目13番11号岱03（431）7151㈹
神戸支店〒652兵庫県神戸市兵庫区小松通5丁目幡16号（菱興ビル内）燈078（618）6926

若狭総合事務所　〒914－01福井県敦賀市金山33号脇城13－3　智0770（23）5682

原子力関係事業所　泊・大洗・美浜・大飯・高浜・敦賀・伊方・玄海・川内



祝
第19回原産年次大会

　　日本原子力産業会議創立30周年記念

軽水炉技術高度化国際会議
社団法人　日本原子力産業会議・会員伍＋音順）業種別懇談会

㊨三機工業株試会社

　　　　取締役社長玉置純治郎

東京都千代田区有楽町1－4－1岱（03）502－6111（大代表）

命坦坦設備工簾難

　　　代森取轡寺本明男

本社　東京都中央区日本橋蛎殼町！－35－8　無03（667）3431

支店　札幌・仙台・横浜・名古屋・大阪・中国・九州

　　　さわやかな世界をつくる

δ駈菱冷熱工叢株式千千

　　　取締役社長加賀美勝

　　本社〒160東京都新宿区四谷2－4
　　　　　　傭03（357）2151（大代表）

弘欝蜀証
　　　取締役社長阿部貞市

本社　東京都新宿区西新宿2－6－1豊03－344－1851（代）

索洋熱工業
　　　　代辮轡坪井一郎
本社・原子力事業部　〒104東京都中央区京橋2－5－12費（03＞562－1351（大代表）

東海箏務所〒3【9－ll茨城渠那珂郡東海逆比村松字画雨沢363費（02928）2－3856

　　　　空気のエンジニ：アリング

π診藁粕調温工茱株式禽就

　　　　取締役社長近重八郎

　　　　〒107東京都港区南青山2－3－6智（03）402－7231αや

幽
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綜合EO刷センター

株式舘1ゲニノ5一
本社　東京都干代田区神田神保町1－4

TEL菓京（03）294－4951　（代表）



明日の原子力のために

1劉 　　　』
日歩 農 ●

も

鯛機器・設備の除染・解体・撤去

圃各種施設の運転・保守

鋼原子力・化学・一般機器、装置の

　言謹言十・製作

顯放射線計測器の点検・較正

圏環境試料の分析・測定

膿各種コンピュータのメインテナンス

技術提携先

原予力枝術株試会社
～しノCLεARε～Gノ～a…R’〈！G　CO．，　L7’D，

本　　　社

東海事業所

勝田工場

東京事務所

西ドイツ・クラフタンラーゲン社
米・クォーード・レックス社

茨城県那珂郡東海村村松口4M

TEL　　O292－82－9006

茨城県那珂郡東海村村松4－33

TEL　　O292－83－0420

茨城県勝田市足軽西原1476－19

TEL　　O292－85－3631

東京都港区南青山7－8引

小田急南青山ビル5F

TEL　　O3－498－0241
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限界を越えた世にない技術に挑む

営業晶目
〈液体ナトリウム〉

○電磁ポンプ

○電磁流量計

○液面計
○加熱ヒータ

〈軽水炉〉
○発電プラント周辺機器

〈その他〉
○液体ナトリウム実験プラント等の設計製作

○各種計測機器の設計製作
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原子カエンジニアリング
　　　　　　　　　　　　　千代田は化学プラントで培ってきた

　　　　　　　　　　　　　高度なエンジニアリングを

　　　　　　　　　　　　　原子カプラントでも生かしてまいりま洗
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原チ力発電の普及とともに原子カプラントの建

設には、これまでよりもさらにエンジニアリングの

重要性が高まってきていま魂

エンジニアリングがさらに有効に生かされるものとして、例えば使用済みイオン交換樹脂の

焼却処理や、焼却に伴なう排ガス処理、焼却灰の溶融化、同樹脂の酸分処理技術、また

廃棄物処理以外の分野でもドラム缶貯蔵システム、廃炉に伴なう原子力施設の解体など

ユーザーが要請する広範囲のものがありま魂千代田はこれからも原子力の分野でもケ

ミカルプラントのエンジニアリングを取り入れ、これら総合技術を活かしご期待とその要請

に応えてまいりま魂

●千代田の原子力エンジニアリング・サービス

⑬原子力発電所諸設備エンシニアリンク

③燃料濃縮加工・再処理エンシニアリンク

⑪放射性廃棄物の処理・貯蔵・処分エンシニアリンク

㊤テコミソショニンク・除染エンシニアリンク

㊤原子力施設の安全解析及ひ環境アセスメント

◎原子力システム・エンシニアリンク

●放射性廃棄物関連設備

6開四〇〇A

⑤千代囲化工建設
東東本社〒108東東都，巷区三田一丁目4番28号

　　三田国際ヒル　電話（03）45612H



枝術の日立 働Hr鵬H圏

先端技術で創造する、明目の二二エネルギ「》

日立は創業以来、たゆまぬ研究開発によって技術革新を重ね「自主技術

の確立」に努力を傾けてきました。原子力発電の分野でも、いち早く昭和

29年に原子力技術の開発に着手。以来わが国の原子力発電所建設の

…翼を担い、技術の蓄積と向上に努めてきました。そしていま、この技術は、

原子力エネルギーをより有効に活用する新型転換炉（ATR）や高速増

殖炉（FBR）の開発にも発揮されていま洗口立は、より豊かな社会の建

設に向け、グループの総合技術力と先端技術を駆使して取り組んでいま洗

〈主要製品〉

◎沸騰水型原子力発電プラント機器および燃料⑬新型頬発電設備機器（高速増殖

炉、新型転換炉など）◎原子燃料サイクル機器◎核融合実験装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　、f　、、写
　　　　　　　　　　　　　　　　　1㌧・　（窒∴躯．

日立原子物轄菌用機器 　
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株試會脇目：丘製催：所
お問い合わせば置原子力事業部／電力営業本部　〒101東京都丁一代田区神川駿｝血∫台1几口目6番地｝電話／東京（6蔚輔8一個口開く大代〉

または最寄りの支店へ　大阪（06）2611111・福岡（092）741・一5831・名古犀（052）251－3111・札幌（011）261－3131・仙台（G222）23－0121

富山（0764＞33．一8511・広島（082）223－4111・高松（0878＞31－2111
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燃料装荷中の炉心（福島第二・3号機）
鱈

OA、　FA、ロボット…と、エレクトロニクスを中心と

する先端技術の急激な進歩によって、私たちの周囲

はますます自動化が進み、生活のかたちも大きく変

わろうとしています。この発展し続ける私たちの社会

を支えていく上で、常に欠かすことのできないのが、

それに対応した新しいエネルギーの確保です。

東芝は総合電機メーカーとしての技術力を活かして、

いま最も有力なエネルギーである原子力の開発に全力

を傾けています。

、誰

繕　＿＿

　　　　■
株式会社東芝原子力事業本部
〒100東京都千代田区内幸町H－6（NTT日比谷ビル）電話03（597）2068（ダイヤルイン）

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ダ
薪
、
、
、
・
夕
譜

，
、
聾
総
合
技
術
を
結
集
し
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネルギーとエレクトロニクス

先端技術をくらしの巾に…E＆Eの東芝


